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中国３中全会　改
革の本質が問わ

れる

月着陸から５５年
有人探査車で存

在感示せ

SNSの偽情報対
策は待ったなしだ

システム障害　世
界を麻痺させたＩＴ

の寡占
下請け圧迫　あし
き取引慣行　根絶

を

中国の３中総会
経済統制への懸

念大きい

官製ファンドの根
深い陥穽

中国の３中総会
統制強化では安
定は得られぬ

猛暑の夏休み
博物館　のぞいて

みたら

梅雨明け　酷暑か
ら熱中症弱者守

れ

米結束訴えるトラ
ンプ氏の決意を問

う

復権目指すトラン
プ氏　米国の分断

広げぬ努力を

米共和党大会　ト
ランプ氏の「団結」

は本物か

「リユース」区役所
材料揃え冷静な

議論を
政治家の香典

金かける活動見
直しを

トランプ氏演説
対中政策にもっと

言及を

中国不況を真剣
に論じたのか

中国共産党の3中
全会　世界の懸
念拭えぬままだ

兵庫知事の疑惑
告発者をなぜ守

れなかった

性別変更と司法
「性自認」尊重の

社会に
内閣府コンペ　新
藤大臣の見識を

疑う

中国の台湾人拘
束　自由阻む脅し

は許されぬ

YouTube選挙の
利点と危うさ

都市対抗野球の
開幕　一体感を生

む熱戦に期待

島サミット　幅広い
協力で海洋秩序

を守れ

堀井議員側捜査
自ら説明責任を

果たせ

最低賃金見直し
暮らし支える底上

げを

島サミット　覇権
争いとは一線を

香典疑惑　政治
不信を加速させる

な

災害級の暑さ前
提に対策急げ

脅威強調する防
衛白書　体制の

立て直しが先決だ

広がる感染症　基
本的な予防策を

徹底したい

猛暑下の子ども
熱中症から守る

意識を

兵庫県知事告発
公益通報者守る

制度に
京アニ事件５年
再発防ぐ議論を

深めたい

AI時代を見据え電
力消費の分散促

せ

総選挙後のフラン
ス　混迷の深まり

を懸念する

防衛白書　中台
緊張や露朝結託

に備えよ

サイバー攻撃　社
会で危機感の共

有を

北朝鮮拉致問題
国際協調で解決

を急げ
古江メジャー制覇
仏の空に日の丸

が舞った

ウクライナ和平を
乱すハンガリーの

独断外交

羽田事故の再発
防止策　安全向
上へ着実な実施

元検事正の起訴
情報の非公表は

不信を招く

教団念書「無効」
被害救済拡大の

契機に

強制不妊被害
救済は国全体の

責任だ
中国の経済　不

動産問題　対応を
急げ

中国は経済への
懸念にきちんと答

えよ

出産の保険適用
妊婦が安心できる

制度に

ネットの偽情報
事業者に対策を

徹底させよ

インドとロシア　今
は抱擁の時では

ない

防衛白書　抑止と
対話　バランスを

名門パラマウント
買収の教訓

選択的夫婦別姓
の導入　岸田首
相が決断する時

古江メジャーＶ
世界を席巻する

女子の強さ

トランプ氏銃撃
暴力の連鎖を断

ち切れ
2024/7/16

トランプ氏狙撃
卑劣な暗殺未遂

許されぬ

トランプ前米大統
領銃撃は民主主
義脅かす蛮行だ

トランプ氏撃たれ
負傷　分断深める

暴力許されぬ

トランプ氏銃撃
暴力で民主主義

を壊すのか

海の日　恵みに感
謝し守る決意を

旧統一教会の献
金被害を救済す

る契機に

物価高と最低賃
金　生活底上げの

道筋明示を

サイバー攻撃
「受け身」では被
害を防げない

ライドシェア　日本
版の検証と改善を

太平洋島サミット
中国の影響力拡

大を阻め

機関投資家は運
用力高め要の役

目果たせ

旧統一教会の念
書無効　被害救

済に道開く判決だ

ウクライナ支援
ＮＡＴＯと役割の

分担を図れ
避難所の環境

海外に学び対策
を急げ

兵庫県知事の疑
惑　「パワハラ」の

真相究明を

自治体の公益通
報は十分か

NATOとアジア
連携強化を外交

のてこに

認知症の高齢者
優しい声かけで安

全を守ろう
美容医療　規制
視野に実態把握

を

自衛隊大量処分
戦う集団に生まれ

変われ

NATOは結束強め
不確実さの払拭を

不祥事相次ぐ防
衛省　国民の信
頼大きく損ねた

食品ロス　削減の
取り組み加速させ

よう

「県体」と大相撲
名古屋場所、より

熱く
自衛隊大量処分
何のための特定

秘密か

ＮＡＴＯ首脳会議
ウクライナ支援を

確実に

自衛隊は組織挙
げて出直せ

「コロナ後」の感染
症　予期せぬ広
がりに注意を

防衛省不祥事
信頼裏切る前代
未聞の事態だ

自衛隊の不祥事
軍拡路線の歪み

が出た
学術会議改革

足を止め　真摯な
対話を

旧統一教会上告
審　念書無効の
判断は当然だ

企業再生の円滑
化促す仕組みづく

りを

トヨタ系に公取委
勧告　時代錯誤
の下請けいじめ

旧統一教会判決
献金勧誘の悪質

性を断じた

若者と大麻　誤っ
た認識を正さねば

頼政権への威嚇
中国は過剰反応

自制を
兵庫知事告発

解明は議会の責
任だ

電力需給の逼迫
真夏の安定供給

に万全を

ファッション界は
法を強みに

女性トップの誕生
法曹界を変える原

動力に

スマート農業　担
い手不足を和らげ

られるか

下請法違反　業
界挙げて悪弊根

絶を

旧統一教会判決
献金被害の回復

を早く
ウイグル弾圧　文
化と尊厳奪う暴挙

だ

辺野古ダンプ事
故　危険な抗議活

動をやめよ

「新TOPIX」で企
業改革の後押しを

特定秘密のずさ
ん運用　相次ぐ違
反の原因解明を

イラン新大統領
変化求めた民意

を尊重せよ

フランス下院選
対話を進め混乱

収めて

イラン新大統領
対話通じ核危機

打開を
日比「準同盟」

地域安定へ外交
に力を

出産の保険適用
経済的な不安払

拭したい

インドはロシアの
侵略を座視する

のか

英14年ぶり政権
交代　欧州の結
束立て直す時だ

特別防衛監察
組織の緩みが癒

着招いたか

性別変更要件
特例法の早急な

改正を

宝塚宙組の再開
悪弊を根絶できる

のか
フランス総選挙

対話の政治　築き
直す時

航空燃料の不足
早急に官民挙げ

た方策を

国の安全脅かす
特定秘密のずさ

んな扱い

企業へのサイ
バー攻撃　脅威直
視し対策総点検を

中国のブイ　海洋
権益の保護へ警

戒強めよ

生徒情報の放置
管理徹底し尊厳を

守れ

英仏の議会選挙
変革を迫る民意

の底力
沖縄米兵事件

不信解消　結果で
示せ

イラン新大統領
具体的行動で対

話を開け

いじめ対応は救
済が最優先だ

性別変更と子の
認知　多様な家族

に道開く判決

再生プラの利用
技術革新で世界

を主導したい

イラン新大統領
地域安定へ米欧

と対話を

旭川いじめ報告
真相にようやく

迫った
首都の選択　政

党不信　直視して
こそ

日比２プラス２　新
協定で対中抑止

強化を

フランス下院選挙
後の政治不安の

拡大を避けよ

都知事選の「石丸
現象」　政治への
不満を吸収した

東京都議補選
既成政党への不
信は危機的だ

日本の入管政策
共生の理念に逆

行する

海自と防衛産業
癒着の解明を徹

底的に
イラン新大統領
民意支えに融和

実現を

障害者ホーム不
正　チェック体制

見直し図れ

「夫婦別姓」の選
択肢を今こそ

イラン大統領に改
革派　地域安定に

主体的役割を

フランス下院選
右派の台頭は阻

止できたが

東京都知事選
既成政党不信が

表れた

東京の民意　政
党不信と受け止

めよ
選挙活動の混乱

対策講じ常識を取
り戻せ

東京の持続性と
競争力高める3期

目に

小池氏が都知事3
選　おごらず課題

の再点検を

小池知事３選　課
題山積の都政を

どう率いる

カスハラ対策　社
会全体で意識改

革を

非正規公務員の
待遇　不合理な格

差解消が急務

小池氏が3選　批
判に応える舵取り

を

英政権交代　新
首相は核軍縮再

検討を
小池都知事３選
「首都防衛」の公

約実行を

障害者ホームの
不正断ち切れ

高まる株主の発
言力　経営の変
革につなげねば

Ｈ３ロケット　連続
成功で競争力を

高めよ

脱「経営者保証」
中小企業支援へ

期待大

核のごみ処分場
適地選定の信頼

揺らぐ
景気と金融政策

消費の弱さ　警戒
怠るな

KADOKAWAへの
攻撃を他山の石

に

急増するSNS詐
欺　放置する事業

者許されぬ

ＡＩの軍事利用
国際ルール作りを

先導せよ
ＡＩの防衛利用　リ
スクへの備え厳格

に

イラン新体制は米
欧と対話を

国立競技場の民
営化　市民が魅
力感じる活用を

里親制度　傷つい
た子供に温かい

環境を
海自接待疑惑

癒着の構図　徹
底解明を

英国の政権交代
安保協力の継続

が重要だ

英新政権は経済
の再建と分断の

修復を

温室ガスの削減
目標　50年ゼロへ

明確な目標を

英国の政権交代
労働党大勝が示

す期待と困難

検事の定年延長
政権の介入を追

及せよ
英政権交代　分

断の政治　立て直
せ

旭川いじめ自殺
市教委と学校の

責任重い

政権に問われる
検察への介入

「集団的自衛権」
10年　緊張高め
ぬ外交足りない

下請法違反　トヨ
タの重い責任が

問われる

浜松新野球場
県民に開かれた

議論を
年金財政検証

楽観排し不断の
改革を

旧優生法は違憲
全ての被害者救

済を急げ

中国に安心して行
ける状況ではない

欧州への移民急
増　地球規模で取

り組む時だ

出産の保険適用
子育て世代を支え

る仕組みに

自衛隊70年　拡
大と変容に歯止

めを

ウクライナ侵攻
公正な和平へ粘り

強く
ＩＣＣと日本　法の
支配　実現の一

助に

中堅企業の支援
経済活性化につ

なげたい

沖縄の不信高め
た政府の失態

年金財政の点検
生活の安心支え

る改革を

日銀６月短観　個
人消費の弱さが

気がかりだ

宿泊税導入表明
拙速を避け議論

尽くせ

年金財政検証
油断せず改革進

めたい
年金は甘い見通
しに頼らず改革進

めよ

強制不妊判決
「時の壁」越え救

済命じた司法

米大統領選　後ろ
向き選択の危うさ

国の責任断じた
強制不妊判決

年金の財政検証
支え手を増やし信

頼高めたい

旧優生保護法
尊厳回復と救済を

早く
羽田空港事故

再発防止へ広い
視野も

新紙幣の発行
混乱回避し移行を

円滑に

デジタル時代の新
紙幣が問う現金

の役割

沖縄で再び米兵
性暴力　人権侵
害の放置許され

沖縄米兵事件
信頼を損ねた情
報伝達の遅れ

ＪＲ値上げ申請
経営改善実現欠

かせぬ

熱海土石流3年
盛り土不正の根を

絶て
官民ファンド　巨
額損失の徹底検

証を

ＪＡＸＡ情報流出
安保脅かす深刻

な事態だ

「選挙公営」を考
える機会に

アニメ産業の将来
現場支える視点

が必要だ

候補者の掲示板
選挙もてあそぶ行

為を許すな

新紙幣の発行
現金決済の堅持

必要だ

紅こうじサプリ　健
康軽視が被害広

げた
自衛隊７０年　積
み上げた信頼こそ

礎

自衛隊発足７０年
国民は頼りに思っ

ている

円安の影響を注
視し内需の成長を

盤石に

能登半島地震か
ら半年　生活再建
への支援強化を

「紅麹」サプリ　調
査体制の立て直

しを急げ

検察の定年延長
政府は変更経緯

説明を
旭川のいじめ　子
の苦痛　感じて対

応を

藤井棋聖が永世
位　更なる高みへ

の一里塚だ

令和の皇室外交
をさらに前へ

ハンセン病投薬
「実験」　人権侵
害の検証が不可

株主総会　経営
陣の選任案も真

剣勝負に

旭川いじめ報告
被害重視の姿勢

示した
同盟強化の実績
を次の10年につ

なげよ

三菱UFJに処分
顧客軽視の経営

責任重い

能登地震半年　い
まだ見えない復興

への道筋

札幌ドーム赤字
収益改善待ったな

しだ

2024/7/21
選挙運動のあり

方　社会変化踏ま
えた対応を

戸籍の性別変更
手術の必要がな

い法律に

コロナ11波か　感
染防止へ警戒強

めたい

週のはじめに考え
る　サッカーが映

す経済格差

子どもの「体験格
差」　解消に向け

理解と支援を

マグロ漁獲枠増
資源管理の連携

さらに

休み

2024/7/19
パリ五輪まで１週
間　流すべきは血

ではなく汗だ

堀井議員の公選
法違反容疑　また
も香典疑惑　あき

れる

強制不妊を謝罪
漏れなき救済、首

相が導け

日本とNATO　中
国とも均衡ある外

交を

選挙ポスター問題
営利目的許さぬ

対策を

水俣病被害者の
救済　失った信
頼、本気度問わ

れる

トランプ氏指名
米国第一まだ言う

のか
2024/7/20

2024/7/17

敦賀２号機の審
査　「悪魔の証
明」は禁じ手だ

規制委はなぜ幕
引き急ぐのか

「地方創生」停滞
の10年　自立の
基盤再構築が必

要

トランプ氏銃撃
暴力の応酬を食

い止めよ

オスプレイ　岩国
初配備　周辺住

民の不安、無視す
るな

マンションの外部
管理　所有者不
利益の回避が必

要

自衛隊大量処分
組織のあしき体質

改めよ

米サダコ像盗難
反核の願い、踏み

にじった

自衛隊の大量処
分　情報保全もで

きぬ組織では

偽情報対策　行
政の介入は最小

限に
2024/7/18

2024/7/14
ＮＡＴＯと日本　軍
事連携の加速を

懸念

秋田の大雨から１
年　水害への備え

再確認しよう

週のはじめに考え
る　書店がつなぐ

日中交流

兵庫県知事告発
内部通報者、守
れる仕組みに

荒れる選挙運動
節度を保つ手だて

が必要

税収過去最高
国と企業は潤って

いるが

トランプ氏銃撃
民主主義壊す暴

力許さぬ

食卓から異変が
見える

仏総選挙でも極
右伸長　欧州全
体の混迷は避け

たい

トランプ氏銃撃
民主主義脅かす

暴力だ

トランプ氏銃撃
政治暴力の連鎖

を断て
2024/7/15

保護司制度　安
心し活動できる体

制に

手術なしで性別変
更　自認の性、尊
重する法整備を

社会的養護の自
立支援　継続的に
見守る体制構築

を

2024/7/11

2024/7/12

政治資金第三者
機関　制度設計、
具体化へ議論急

げ

献金念書、最高
裁が「無効」　教
団は被害訴えに

向き合え

障害者ホーム不
正　監視の強化で

質の確保を

水俣病で再懇談
全面救済の第一

歩にせよ

自衛隊大量処分
特定秘密、在り方

問い直せ

旧統一教会念書
「無効」　被害救

済、拡大につなげ
たい

防衛省大量処分
構造的問題の究

明必要
2024/7/13

2024/7/9
小池都知事３選

危うい「集中」、分
散の視点を

小池氏3選の都知
事選　政党への
不信、直視せね

ば

自衛隊の不祥事
緩み切った組織

の襟正せ

英国の政権交代
アジアの安定にも

貢献を

イラン大統領に改
革派　核合意の

再建、今こそ好機
だ

海自で相次ぐ不
祥事　規律回復

へ、第三者調査を
2024/7/10

2024/7/2

南三陸町の旧防
災庁舎　保存の

意味、議論続ける
場を

戦争する国にせ
ぬ覚悟　「集団的
自衛権」容認10年

電気・ガス補助金
再開　人気取りの

道具にするな

米大統領選討論
両候補とも不安さ

らした

能登地震半年
命を守る取り組み

能登半島地震か
ら半年　生活再建

遅れ 見過ご

7月からのカレン
ダー　能登地震か

４病院再編論議
「６月論戦」の流

能登地震から半
年　教訓生かす連
携を築こう　長期

能登の復興　市
民の挑戦　生かし2024/7/1

全国紙 ブロック紙

2024/7/3
厚生年金「規模要
件」　撤廃へ、中
小の不安払拭を

三菱UFJ処分　法
令順守の意識低

すぎる

沖縄米兵の事件
許されぬ性犯罪

の「隠蔽」

首相の酷暑対策
一貫性なきばらま

き再開

強制不妊に違憲
判決　国は謝罪と
速やかな補償を

強制不妊「違憲」
確定　真の解決

へ政治も壁越えよ

強制不妊　最高
裁が違憲　国は

直ちに謝罪と補償
を

優生保護法に違
憲判決　国は人
権侵害認め救済

を

年金財政が改善
改革の手綱を緩
めるな　負担の議
論逃げずに深め

たい

優生施策と国の
責任　過ちを直視
し、差別と決別を

2024/7/4

2024/7/5
米兵事件非公表
沖縄の尊厳、軽
視は許されぬ

年金の財政検証
甘い想定では信

頼高まらぬ

強制不妊は違憲
国は責任直視し

救済急げ

年金の財政検証
想定外への備え

が重要だ

西日本豪雨6年
体験継承、より確

かなものに

障害者ホーム不
正　制度見直し質

の担保急げ

英国の政権交代
安定を図り国際協

調を
2024/7/6

2024/7/7

安倍氏暗殺２年
自民は保守の矜
持失うな　総裁選
が再生の最後の

機会だ

年金の財政検証
老後の安心保つ

設計に

止まらぬ物価高
消費マインド上向

く対策を

週のはじめに考え
る　地方自治こそ

国の基礎

検察の独立性
政治の人事介入

許されぬ

全中大会の縮小
少子化踏まえ改

革継続を

百貨店の再生
地域と協力して活

路開け

小池氏３選　改め
るべき点を忘れず

2024/7/8
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能登の復旧に息
の長い支援を

国安法施行4年の
香港　締め付け強

化を憂慮する

金融・資産特区
地域色を生かし資

金呼び込め

能登地震半年
復旧は途上　支

援さらに

政権と検察　暴走
繰り返させぬため

両陛下ご帰国　皇
室外交の真価示

された

国債の買い手確
保と発行の抑制

へ努力を

検事長の定年延
長　判決踏まえ政

府は説明を

自衛隊発足７０年
幅広い任務こなし

信頼深めよ
グループホーム
福祉のピンハネ

許すな

暴漢から邦人守
る　胡友平さんを

哀悼したい

防災情報の周知
で避難促せ

米大統領選の討
論会　中傷合戦で

は展望見えぬ

ふるさと納税　地
域振興の本旨に

立ち返ろう
エネルギー補助

場当たり的で弊害
多い

米大統領選討論
会　「中国」をなぜ

語らぬのか

世界が不安を覚
えた米大統領選

の討論会

障害者ホームの
不正　福祉食い物

にした虐待だ

首相在職１０００
日　政権の信頼
回復に何が必要

祭りと女性参加
「新たな伝統」の

一歩を
保護司殺害　安
全守る体制を社

会で

在沖米兵の事件
外務省の未伝達

許されぬ

劇症型溶連菌は
正しく恐れよ

富士登山の規制
安全と環境を守る

契機に

米大統領選討論
両候補とも不安が

つきまとう

東京女子医大
入試疑惑の膿出

し切れ
米兵の起訴　犯
罪なくす努力　本

気で

女性版骨太　地
方に活躍の裾野

広げよ

株主総会の声を
競争力の向上に

生かせ

ヤングケアラー支
援法　孤立させぬ

対策進めたい

新紙幣発行　デジ
タル時代に確認

する価値

学校給食費　負
担軽減の議論深

めて

後発薬の不足
安定供給へ業界

再編を
「コロンブス」　鈍
感さを生んだもの

は

元検事正「逮捕」
隠蔽と見られて仕

方ない

先物でコメの供給
の安定を

国際標準と産業
競争力　戦略明

確化し人材育成を

官民ファンド　巨
額損失を踏まえ戦

略見直せ

電気ガス代補助
検証なき再開は

問題だ

国会の改憲論議
「数の力」の慢心

捨てよ

ＣＯ２地下貯留　リ
スクと限界に留意

を

松本サリン３０年
想定外は、もは

や、ない　重い反
省と教訓を胸に刻

サイバー対策の
甘さ露呈した

JAXA

証拠廃棄促す警
察文書　「人権よ
り組織」の非常識

学費の値上げ論
国立大の経営支

えるのは誰か

十勝港定期航路
広域連携し需要

確保を

松本サリン30年
「ペンを持つ警官」

の悔恨

月資源探査　ルー
ル作りへ協議急

げ

日医会長は国民
目線の改革を

じもとHDの「国有
化」　金融不安招

かぬ処方箋を

露のアジア接近
「法の支配」置き

去りは危うい

ざわつく自民　問
題は党の金権体

質だ

沖縄米兵性加害
人権の蹂躙を許さ

ない
大学授業料　公
費支出増へ議論

急げ

三菱ＵＦＪの処分
違法許した経営

責任重い

弥縫のエネル
ギー補助は政治

不信深める

「全中大会」の競
技削減　生徒の
意欲そがぬ対応

臓器移植断念
病院の事情で機

会逃さぬよう

「恵」への処分
利用者の生活最

優先で
ハンセン病　「負

の歴史」徹底検証
を

パリ五輪１カ月前
戦争と薬物を排す

覚悟を

報道の自由脅か
す強制捜査

岸田首相の経済
対策　政権延命
狙い矛盾あらわ

三菱ＵＦＪ処分
最大手で法令違
反が多発とは

性別変更と認知
法制度見直しも必

要だ
３年ぶり開催　党
首討論を再起動

せよ

党首討論　国の
基本を競い合いた

い

エヌビディア「世界
首位」が映す構造

転換

介護保険料の上
昇　持続可能な制

度へ議論を

電気ガス代補助
説得力を欠いた
唐突な再開だ

「骨太」と半導体
巨額支援の先が

見えぬ

鹿児島県警　表
現の自由脅かす

捜索
「女性が父親」

多様さ　どう受け
止める

電気・ガス代補助
必要な層に絞った

支援を

ジョージアは民主
化堅持を

JAXAから情報流
出　サイバー防衛

の甘さ露呈

博士人材の活用
幅広く能力を生か

せる社会に

ＡＩの法規制　リス
ク払拭する議論を

マイナカード　普
及ごり押し目に余

る
「詐欺」総合対策
外資ＳＮＳを突き

動かせ

女性の活躍阻む
根本の改革が欠

かせない

国の指示権拡大
恣意的運用防ぐ

手立てを

沖縄慰霊の日
平和守る具体策
が欠かせない

鹿児島県警　組
織の病理徹底解

明を

三菱UFJ不正　法
令も顧客も軽視と

は
骨太の方針　賃
上げ定着へ改革

徹底を

国は沖縄と今こそ
関係修復を

日本型ライドシェ
ア　地域の足守る

議論さらに

性犯罪歴の照会
子どもの安全確
保を最優先に

伊藤匠新叡王
「対藤井」待望の

好敵手

北陸新幹線延伸
まず情報公開の

徹底を
骨太の方針　看
板倒れの懸念が

募る

沖縄慰霊の日
史実を歪めず追

悼したい

「言論の府」の改
革を置き去りにす

るな

きょう沖縄慰霊の
日　国は対話通じ

痛み共有を

骨太の方針決定
日本の底力を生
かす展望示せ

機能性表示食品
制度　安全確保
へ根本的な改善

沖縄慰霊の日
戦争の痛み、分

かち合おう
沖縄慰霊の日

記憶をつなぐため
に

通常国会の閉幕
「国の根幹」進ま

なかった

官民で航空燃料
不足の克服を

鹿児島県警の捜
査　報道の自由
脅かす手法だ

路上飲酒の禁止
最低限のマナー

は守らねば
英国ご訪問　親善
のお務め感謝した

い

「骨太」の名に値
する成長戦略示

せたか

国会閉会と岸田
首相　政権の機
能不全あらわに

両陛下英国訪問
思い出の地で親
善深める旅に

梅雨入り　豪雨と
猛暑から命を守

れ

対中関税の引き
上げは慎重に

金利ある世界と
「骨太」　放漫財

政への危機感欠く

通常国会閉幕
実績上げたのに
不信感残った

都知事選告示
首都の未来託す

一票に

「同盟」誇示する
ロシアと北朝鮮の
脅威に備え急げ

東京都知事選の
告示　首都の将
来像競う論戦を

都知事選告示　１
票の大切さ問わ

れる乱戦だ

都知事選告示
暮らしの未来図を

競え
プーチン氏訪朝
危険な軍事協力

の強化

首都の将来像見
いだす論戦に

露朝の軍事協力
条約　秩序壊す
「同盟」許されぬ

露朝が新条約
国際秩序を公然と

無視した

ロ朝軍事協力　国
際秩序脅かす挑

戦だ
鹿児島県警　捜
索の理由　説明

求める

改正規正法が成
立　さらなる改革

に取り組め

これでは政治資
金の不正を根絶

できない

核依存の拡大
核管理へ誠実に

対話を
抜本改革見送り
政治資金　信頼

回復遠く

生徒情報流出
札幌市教委の責

任は重い

生成AIはiPhoneを
変えるか

政治資金規正法
抜本改革が置き

去りだ
経団連「夫婦別

姓」　家族の呼称
をなくすのか

「指示権」は自治
体の協力得られ

る運用に

欧州議会選で右
派躍進　不寛容

の広がり懸念する

巨大ＩＴ新法　体制
拡充し不公正な

取引防げ

トランプ氏有罪
司法の判断を尊

重せよ
東京都知事選

都民を守る政策
競い合え

南ア新政権は民
主政の力示せ

生殖補助医療の
法整備　「出自知
る権利」の尊重を

美容医療の被害
「きれいになれる」

に潜む危険

音楽ビデオ停止
歴史を理解する

契機に
三菱ＵＦＪ勧告

信頼ゆるがす顧
客軽視

「オール沖縄」敗
北　玉城氏は安
保政策協力を

外国人材の意欲
と安心高める育成

就労を

ウクライナ平和サ
ミット　「公正な停
戦」への努力を

平和サミット　国
際的な対露圧力

を強めたい

中体連大会縮小
持続可能な運営

考えたい

骨太方針原案
財政再建の決意

見えぬ
ウクライナ会議

対話努力の出発
点に

皇位継承と改憲
国会延長で成果

を挙げよ

ウクライナ和平へ
の第一歩に

政治資金の改正
法案　お粗末すぎ

るデジタル化

ネットの課金　「親
が知らぬ間に」を

どう防ぐ

試練の国際協調
Ｇ７主導し秩序安

定を

不動産不況対策
中国経済の浮沈

を握る
定額減税開始
政策の妥当性

検証せよ

骨太の方針原案
財政余力を高め

る布石に

顧客の信頼損ね
た三菱UFJは猛

省を

能登半島地震の
関連死　教訓踏ま
え命守る対策を

教員の待遇改善
労働時間をいか
に削減するか

プラごみ条約　利
害超えて抜本対

策を

米中の月探査
宇宙に「分断」広

げるな
捜査書類　廃棄

のすすめ　許され
ぬ

世界平和サミット
ウクライナを支え

続けよ

クールジャパンは
検証が先だ

NHKがネット受信
料　「公共」の意
味が問われる

新興企業拠点
革新技術を事業

化につなげよ

著作者の権利
人格軽視の慣習

改めよ

改正農業基本法
輸入依存は続か

ない
大阪地検特捜部
冤罪事件の反省

どこへ

Ｇ７サミット　対中
「牽制」を打ち出

せた

G7は複合危機へ
の対処で結束保

て

二つの戦争とG7
結束保ち外交努

力さらに

Ｇ７サミット　ウク
ライナ支援へ決意

示した
Ｇ７サミット　足元
に迫る試練克服

を

株主総会ピーク
企業価値向上図

る契機に

国スポの意義を
見直す好機に

日銀が国債購入
減額へ　「正常

化」へ丁寧な説明

中国企業ロゴ　懇
談会の行き過ぎ

が気になる
雪崩事故裁判

過ちを生まない環
境に

日銀の国債購入
混乱招かぬ減額

の道筋を

日銀は国債購入
の減額を長期的

な視野で

出生率が過去最
低　若者の不安
解消が不可欠

国債購入減額
日銀は政策の正

常化を着実に

住民投票条例　な
ぜ「直接」問いた

いのか
政治資金改革

会期延長し穴をふ
さげ

五輪球技の活況
快挙にも兜の緒を

締めよ

鹿児島県警は説
明を尽くせ

森林環境税の導
入　保全に効果的

な仕組みか

避難所の環境
「雑魚寝」では健

康を保てない

日銀の金融政策
物価の番人に回

帰せよ
ＳＮＳ詐欺広告　Ｉ
Ｔ大手の責任は重

い

再エネ会議　廃止
でうやむやにする

な

財政健全化へ今
度こそバラマキを

やめよ

アパレルの環境
負荷　大量消費・
廃棄を見直す時

東京都知事選
政治の難題を映

す首都決戦

環境基本計画
成長重視は本末

転倒だ

地方選での連敗
自民支持離れの

深刻さ
財政再建目標
中長期の道筋

明示せよ

ＪＰドラゴン逮捕
特殊詐欺捜査の

新局面だ

FRBは利下げの
時機巡り熟慮を

中国海警局の巡
視強化　緊張高め
る行動の自制を

ガザ安保理決議
停戦要求は国際
社会の総意だ

半導体の人材
産学官の連携で

育成を

捜査書類の管理
冤罪招く「廃棄の

助長」
パンデミック条約
公平な分配　妥協

点を

佐渡金山　歴史を
歪めず世界遺産

に

主要国並みのサ
イバー防御で安

全高めよ

ガザの子どもたち
犠牲の拡大止め

なければ

骨太の方針原案
財政健全化という

課題の重さ

安保理ガザ決議
即時停戦を受け

入れよ

小池氏出馬表明
8年の実績見極め

ねば
東京都知事選

国政も占う首都の
選択

イラン大統領選挙
穏健派の排除は

失望招く

国産肥料で食料
安保を確かに

小池知事3選出馬
都政8年の評価が

焦点だ

ＥＣＢ利下げ　物
価高の再燃を防

ぐ舵取りを

骨太方針案　大
胆な針路提示見

えぬ

保護司殺害　更
生支援の柱守り

たい
欧州議会選　統

合の理念を見失う
な

玄海町で文献調
査　国民の関心
拡大へ一石だ

企業は増える株
主提案に結果で

応えよ

保護司の殺害事
件　担い手支える

対策が急務

欧州議会選　何
が右派伸長を招

いたのか

サイバー防御　通
信の秘密侵さぬよ

う

欧州議会選挙
右派台頭に深ま

る懸念
憲法審査会　丁
寧な合意形成優

先を

ジョージア新法
民主化の「旗」を

降ろすな

健康食品は不断
の安全対策を

「セクシー田中さ
ん」問題　原作軽
視の体質改める

「佐渡金山」勧告
世界遺産登録へ

説明を尽くせ

知床携帯基地局
国は拙速改め再

検討を

光熱費の高騰
家計は夏を越せ

るのか

国の指示権拡大
自治の原則を侵

す改悪だ

2024/6/30
米軍兵士の起訴
連絡なしは沖縄

軽視だ

エネルギー計画
見直し　再エネ拡
大こそが道筋だ

週のはじめに考え
る　「彼ら」に映る

「私たち」

沖縄で米兵の性
犯罪　情報伏せる

姿勢は異様だ

旧文通費の改革
あとは首相の行

動だけだ

命を守る取り組み
強化を

　
の遅れ、見過ごせ

ぬ

ダ 　能登地震か
ら半年

「６月論戦」の流
れ生かそう

　
携を築こう　長期
的な被災者支援

が重要だ

　
民の挑戦　生かし

たい
2024/7/1

2024/6/28
国立大の財政難
公費配分の在り

方議論を

鹿児島県警の家
宅捜索　報道の
自由脅かす行為

だ

裁判員制度15年
経験共有できる仕

組みを

ハンセン病と人権
誤った医療の記

録後世に

止まらぬ円安　政
府の無策ぶり、目

に余る

国管理下のじもと
ＨＤ　「異常事態」

早期に解消を

米大統領選討論
論争劣化　強まる

閉塞感
2024/6/29

2024/6/26
日高山脈が国立
公園に　原生の自
然　後世に継承を

夏の甲子園「２部
制」　球児の命と
健康が優先だ

地方創生10年の
報告書　中央目
線で検証済ませ

るな

ロ朝の軍事同盟
アジアの緊張拡

大を懸念

最低賃金　全国
一律目標に底上

げを

自衛隊70年　変
容と拡大、今こそ

検証を

三菱ＵＦＪへの処
分　最大手の背
信、責任は重い

2024/6/27

2024/6/24
性犯罪歴確認

子ども守る一歩に

廃校発の産業創
出　地域拠点再

生、新たな発想で

梅雨入り　過去の
教訓生かし備えよ

う

男女格差の解消
政治も経済も本腰

入れよ

異例の特別監察
鹿児島県警のう

みを出せ

国立大の授業料
値上げは進学機

会奪う

ロ朝の軍事協力
条約　「同盟」復

活、独善は許され
ぬ

2024/6/25

2024/6/22
深まる政治の危
機　信を失う国民

感覚とのずれ

ロ朝の新条約　地
域脅かす軍事協

力だ

男女格差報告
多様性欠如は国

力衰退招く

ならば主権者が
正そう　裏金事件

と政治の不全

通常国会閉幕
政治不信、深めた

責任重い

骨太方針決定
財政再建への覚

悟見えぬ

2024/6/23
沖縄慰霊の日

理不尽な苦境を
改めよ

週のはじめに考え
る　沖縄を再び戦

場にしない

慰霊の日　「沖縄
の声」に耳を傾け

よ

2024/6/20
改正規正法が成
立　国民を愚弄す

る弥縫策だ

規正法成立　ルー
ル順守は最低限

の責務だ

改正政治資金規
正法　裏金の闇
晴れぬ欠陥法だ

改正規正法成立
「抜け道」温存、不

信は極まる

改正政治資金規
正法　政権担当
能力が疑われる

改正規正法成立
国民の怒り1票に

託そう

地方自治法改正
上意下達の拡大

は認めぬ

露朝「同盟」格上
げ　自己正当化も

甚だしい

定額減税開始
優先すべきは将

来不安解消

改正地方自治法
国の指示権危うい

限りだ

露朝同盟の成立
日本への脅威が
高まった　ウクラ

イナ侵略加担許さ
れぬ

2024/6/21

2024/6/18

中間貯蔵施設始
動へ　期間「５０

年」の担保が必要
だ

ウクライナ支援
和平への道、粘り

強く探れ

G7サミット　危機
克服へ広範な協

調を

企業・団体献金
教訓生かし全面

禁止せよ

旧文通費改革の
迷走　100万円の
「つかみ金」改め

よ

骨太方針原案
財政余力、高める

足がかりに

農業基本法の改
正　希望持てる将

来像を示せ
2024/6/19

2024/6/16
保護司の安全

尊い活動支える
体制を

事前復興のススメ
教訓生かし平時

から備えを

週のはじめに考え
る　性差別なき職

場への道

経団連の夫婦別
姓提言　自民党
は真摯に向き合

え

国立大の授業料
値上げで進学機

会奪うな

地方創生10年
成果が乏しいの

はなぜか

G7と核なき世界
広島で立てた誓

い、どこへ

東北の祭り、存続
危機　伝統守るた

め課題解決を
2024/6/17

2024/6/14
「地方創生」１０年
成果の乏しさが否

めない

農林中金、巨額
赤字へ　JAを支え

る責任は重い

日朝会談なき20
年　拉致問題解
決へ対話急げ

最低の出生率
経済不安の払拭

に全力を

骨太方針原案
財政健全化の道

筋見えぬ

佐渡金山「情報照
会」　普遍価値、
見失わない審査

を

国立大の学費
値上げは格差助

長する
2024/6/15

2024/6/12
ＮＩＰＰＯＮ防災資
産　伝承活動の
発掘と再評価に

同性カップルの権
利保護　不利益を
直視し議論急げ

捜査書類の管理
「適宜廃棄」は冤

罪を生む

寄付控除の悪用
政治家のモラル

の問題だ

保護司殺害　更
生の担い手、社会

で守ろう

ＳＮＳ型投資詐欺
偽広告排除し被

害歯止めを
2024/6/13
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鹿児島県警　疑
惑の解明と説明を

保護司　社会全
体で支えるときだ

欧州議会選が映
す内向き政治の

危うさ

能動的サイバー
防御　国民の権
利を侵さぬよう

日韓世論調査
安保協力の理解

は深まったが

「日本手話」訴訟
ろう児の学習権保

障を

インド与党辛勝
民主主義再生の

契機に
ガザ人質救出　人
命軽視が目に余

る

カスハラ　早急に
従業員守る対策

を

保護司の安心保
つ体制を急げ

3期目のモディ印
首相　分断緩和
へ寛容な姿勢を

保護司殺害　更
生支える人の安

全どう守る

欧州議会選　右
派伸長　内向き化

懸念

少子化の加速
政策総動員で歯

止めを
2024/6/10

創作者の権利
交渉のあり方見

直す時

池田小事件２３年
教訓は生かされ

ているか

意図せざる「銀行
国有化」は早期解

消を

改正入管法の施
行　難民を追い返

さないよう

サイバー防御　イ
ンフラを守る体制

整えたい
サイバー防衛　権
利侵害防ぐ仕組

みを

プーチン氏の暴言
北方領土に固執

許されぬ

線状降水帯予測
の活用進めよ

「胚モデル」の研
究生　命の尊厳
守るルールに

自動車産業　下
請けへのしわ寄

せをやめよ
改正入管法施行
信頼取り戻す運

用を

改正民法成立
共同親権で子の

最善図れ

日本版ライドシェ
アは第一歩にす

ぎない

後発医薬品の不
足　供給基盤の
強化が急務だ

出生率最低　婚
姻数の減少は重

い課題だ

那須雪崩判決
安全な部活動の

教訓に

介護保険料の上
昇　抑制へ、国民
的議論が必要だ

木曽音楽祭50回
住民が育てた半

世紀

出生率過去最低
社会変える議論

深めねば

日航に厳重注意
基本動作の確認

を怠るな
インド総選挙　強
権統治の限界み

えた

国立競技場の未
来　先端技術と伝

統の共存を

利下げ後も難題
残るECB

国立大の学費値
上げ論　人材育成
に逆行しないか

鹿児島県警　不
祥事の隠蔽は

あったのか

公的年金制度
給付確保へ改革

不断に
成年後見制度

使いやすく再構築
を

出生率最低１．２
０　人口減社会の

国家像示せ

インド首相は苦戦
を教訓に国内融

和を

日本女子ゴルフ
の躍進　世界の

舞台で輝く若い力

規正法成立へ　カ
ネに頼らぬ政治

への転機に

規正法衆院通過
これでは不信拡

大する

国の指示権拡大
恣意的運用の懸

念残る

進む少子化　超党
派で議論を続けよ

鹿児島県警　本
部長は説明責任

がある

仮想通貨の管理
を総点検せよ

規正法案が衆院
通過　不透明なカ

ネの温存策だ

ジョージア新法
ロシアの影響を排

除できるか

自動車認証不正
法令軽視の慢心

戒めよ

規正法衆院通過
改革先送りにすぎ

ない
万博の爆発事故
安全への備え　総

点検を

インド与党勝利
国際秩序の擁護

者となれ

トヨタなどで認証
不正　おごりが招

いた法令軽視

ＳＮＳの偽広告
被害を防ぐ規制
強化が急務だ

少子化対策法
若者の不安解消

も必要

ガザ新停戦案　イ
スラエルは受諾せ

よ
規正法修正案

生煮えのまま通す
のか

規正法衆院通過
へ　信頼回復急ぎ

成立確実に

雪崩死で教諭らに
実刑　部活動の
安全に重い教訓

インド総選挙　格
差や宗教差別が

批判招いた

財政健全化　実
効性ある道筋見

えぬ

飯塚事件　「再審
認めず」は疑問だ

南アの総選挙　試
される融和の理念

靖国神社を冒?
中国は容疑者引

き渡しを

自動車メーカーは
過信を捨て再出

発を

日韓の防衛交流
再開　地域安定に

資する協力を

車の認証不正
法令軽視はなぜ

繰り返される

GX特区決定　道
民へのメリット示

せ

機能性表示食品
制度の根幹から

見直せ
車の認証不正

法令逸脱　謙虚に
反省を

自動車の認証不
正　品質の信頼
貶める行為だ

メキシコは投資熱
を追い風に

紅麹問題の再発
防止策　安全性

高める議論さらに

天安門事件３５年
追悼の機会すら
許さないのか

自公維改革合意
なお「抜け穴」だら

けだ

自動車認証不正
「トヨタまで」の深

刻さ
アジア安保会議
対話重ね長期の

安定へ

日韓防衛交流再
開　台湾有事と北

への備えだ

天安門35年、中
国は政治参画の

拡大を

天安門事件35年
と香港　今に続く
弾圧を懸念する

アジア安保会議
日米韓の役割は

増している

日韓防衛相会談
地域安定資する

連携を

国会の空洞化
「物書きの警鐘」

に耳を
財務省と森友　情

報公開の理念
無視か

天安門事件３５年
「恥辱の歴史」繰

り返すな

脅威下で日韓防
衛協力を前に

国会の憲法改正
論議結　論を急ぐ

べきではない

笹生メジャーＶ
強さを実証した２

度目の栄冠

農林中金赤字へ
運用リスク点検入

念に

米中国防相会談
直接対話継続し

てこそ
警察密着番組

問題繰り返さぬた
めに

同性世帯と住民
票　婚姻制度改

変に?げるな

データセンター投
資を持続的成長

の起点に

年金制度の見直
し　将来不安に応

える議論を

農業基本法改正
食料安保の強化

を図れるか

エネルギー計画
再エネが脱炭素

の王道
天安門３５年　避
けられぬ改革へ

の道

ＷＨＯ総会　感染
症対策の条約急

務だ

円安対応の課題
映す巨額介入

AI規制の法整備
高まるリスクへ対

策急務

トクリュウ犯罪　Ｓ
ＮＳでつながる集

団の脅威

中部の大学連携
「生き残り」へのス

クラム
マイナンバー活用
かけ声だけでは

進まぬ

定額減税開始
円滑な執行で消

費刺激を

政治資金の透明
化の議論はなお

道半ばだ

能登地震の復興
計画　地域持続
へ知恵の結集を

国家公務員離れ
誤った政治主導を

見直したい
トランプ氏有罪

法治への信頼を
守れ

尖閣に中国海警
船　防衛方針を転

換すべきだ

実のある米中対
話で衝突防げ

裁判員制度15年
司法参加の意義

広めたい

機能性表示食品
製造工程のチェッ

クが急務だ
機能性表示食品
残る課題さらに議

論を

定額減税の押し
つけで消費は目

覚めるか

規正法の自公維
合意　改革に背を

向ける茶番劇

トランプ氏評決
米のさらなる分断

を懸念する

規正法再修正案
金権腐敗の根は

断てぬ
規正法改正案

自民譲歩　実効
性に疑問

トランプ前米大統
領評決が深める

米分断

トランプ氏に有罪
評決　選挙ゆがめ

た責任は重い

地方銀行の経営
融資力を問う「金

利ある世界」

能登地震５カ月
教訓生かし関連

死防げ
中高生の英語力
地域差分析し授

業改善を

「ソフトの車」は世
界を視野に育てよ

う

政治家の寄付控
除悪用　倫理観

の欠如にあきれる

那須雪崩判決
危機意識の欠如
が招いた人災

官僚志望者の減
意欲生かす組織

体制を

裁判員制度15年
参加しやすい環

境こそ
機能性表示食品
被害を広げぬ対

応強めよ

迷走を終わらせる
英総選挙に

「国の指示権」拡
大法案　疑問置き
去りの衆院通過

森林環境税　実
情踏まえ不断に

配分見直せ

「指示権」の法案
疑問尽きぬ衆院

通過だ

減税額の明記
企業の負担増直

視せよ
高浜原発認可

老朽炉を使い続
けるな

日航トラブル続発
安全意識の再徹

底進めよ

中国は過剰生産
問題で真摯な対

応を

G7と米中貿易摩
擦　保護主義拡
大に歯止めを

Ｇ７財務相会議
露凍結資産の活

用策急ぎたい

酪農家の減少
将来展望描ける

対策を

イスラエル支援
米は「二重基準」

やめよ
規正法改正案

小手先修正では
済まぬ

ニューカレドニア
仏は政情の安定

に尽力を

企業は決然とカス
ハラ防げ

米排日移民法100
年　分断深めた歴

史を教訓に

共同親権の導入
周知と準備に万

全を尽くせ

政治改革修正案
自公の幕引き許さ

れぬ

政治家の税優遇
寄付制度の悪用

許すな
自治法改正案

疑問は残ったまま
だ

パーティー禁止
立民の姿勢はち

ぐはぐだ

少額の個人株主
に裾野広げ市場

の発展を

ラファの攻撃停止
命令　順守はイス

ラエルの義務

「衛星」の失敗
中露が北の増長

を許している

介護保険料上昇
制度の抜本的見

直しを

日中韓首脳会談
北朝鮮抑止の枠

組みに
北朝鮮衛星失敗
分断深める暴挙

やめよ

日中韓ＦＴＡ　交渉
を再開すべき環

境か

米価抑制へ猛暑
対策を全力で

北朝鮮の「衛星」
発射　監視の枠
組み強化が急務

日航のトラブル
ミスの連鎖が示す

組織の緩み

北朝鮮「衛星」
緊張高める挑発

行為だ

永住資格厳格化
外国人共生と矛

盾する
日中韓首脳会談
秩序守る対話を

深めよ

岸田首相の外交
一層の対中発信

が必要だ

日中韓の対話再
開を地域の安定

に生かせ

日中韓首脳会談
が再開　対話の

流れ加速させたい

日中韓首脳会談
地域の安定へ協
力積み重ねよ

日中韓首脳会談
対話継続し地域

安定を

国公立大の学費
値上げは進学機

会奪う
認知症の推計

将来見据えた戦
略を

静岡知事に鈴木
氏　早急にリニア

着工容認を

仏は鉱物産地の
混乱収束を

入管法の改正案
外国人の権利守

れるのか

静岡県知事選
自民党の機能不

全が甚だしい

「指示権」の法案
自治脅かす　廃案

が筋だ

静岡知事・鈴木氏
前県政から何を

学ぶか
先島諸島避難計
画　沖縄県は政
府に協力せよ

「金利ある世界」
に家計は入念な

備えを

太陽フレアとIT社
会　インフラへの

影響点検を

投票環境の維持
有権者の権利を

損なわぬよう

裁判員制度１５年
市民感覚の反映

不断に
皇位の安定継承
へ　結論の先送り

は許されぬ

水際対策で済ま
ぬ難民問題

横浜市教委の傍
聴動員　裁判公
開の原則ゆがめ

卵子凍結保存
出産と仕事の両
立支援が先だ

皇族数の確保
皇位継承抜本策

検討を
司法裁の命令　ラ
ファ攻撃は許され

ぬ

車のデジタル化
競争力維持に総

力挙げよ

脱炭素へ説得力
ある成長戦略を

描け

五輪の難民選手
団　平和の尊さ伝

える存在に

ガザでの攻撃　人
道危機の拡大を

傍観するな
国の指示権　説

明できぬなら撤回
を

マネロン摘発　「ト
クリュウ」の実態

暴け

路線バス再生は
知恵と技術で

欧州の対中戦略
秩序修復へ外交

力発揮を

感染症行動計画
問われるのは対
策の実効性だ

規正法改正　自
民の譲歩が不可

欠だ

台湾包囲の演習
中国は粗暴な行

動を慎め

中国は台湾への
軍事的な威嚇を

やめよ

台湾周辺で中国
軍演習　威嚇は
地域の安定損ね

中国軍の演習
国際的信用を損

なう台湾威嚇

愛知の発酵食
集積地の強み生

かして
中国軍事演習

武力による威嚇
やめよ

自治体への指示
権　「想定外」へ
の備え必要だ

後発薬の安定供
給へ再編を

定額減税のア
ピール　首相の露
骨なご都合主義

空き家問題　人口
減の社会で活用

法を探れ

リニア工事　責任
ある建設主体た

れ
森林環境税　使
途と効果が問わ

れる

国立大の学費
教育内容の質向

上が先だ

大学は公正で柔
軟な学費体系の

構築を

グローバルサウス
外交　明確な理念

と戦略が必要

露の戦術核演習
国際社会に向け
た卑劣な威嚇

コープさっぽろ
下請けとの取引

適正に

介護保険料上昇
高齢者支える改

革急げ
小泉訪朝２０年

平壌宣言の精神
今こそ

中国大使の暴言
日本国民への脅

迫許すな

離婚後の共同親
権は子の利益最

優先で

初の飲酒ガイドラ
イン　リスク知り減

らす工夫を

ＡＩの法規制　リス
クと向き合い議論

し直せ

定額減税　効果
薄く「恩恵」感じぬ

政治資金規正法
自民党が譲歩す

べきだ

リニア工事　住民
の不安にこたえよ

海自いずもを空撮
ドローンの奇襲に

備えよ

政治資金の不正
根絶へ実効ある

法改正を

公取委が芸能界
調査　契約巡る悪

弊断つ契機に

政治資金規正法
改正実現へ与野
党は協力せよ

袴田さん再審　検
察は時間を浪費し

た

市教委の動員
裁判公開の原則

損ねた
南西シフトと米軍
なし崩し一体化を

懸念

裁判の傍聴妨害
横浜市教委の責

任重大だ

再審制度の見直
しが急務だ

政治資金規正法
の審議　自民案で
は土台にならぬ

米国の対中関税
貿易摩擦の深刻

化が心配だ

PFAS汚染　監視
と規制の強化必

要

偽マイナカード
システム全体を見

直せ
雇用保険改正

安全網を強める
一歩に

ライシ師の墜落死
中東の不安定化

を避けよ

銀行は最高益生
かし経済成長に

貢献を

犯罪被害者の支
援制度　実情踏ま
え一層の充実を

車のデジタル化
国内での共同開

発を急ぎたい

大統領墜落死　イ
ランは混乱最小

限に

シンガポール
ASEANと米中結

べ

カスハラ対策　働
く人の尊厳守る社

会に

モディ首相と核
広島で見たものを

生かせ

保護司殺害事件
安全対策と支援

が急務だ
2024/6/11

2024/6/7
少子化対策　若い
世代の将来不安

払拭を

生活防衛　物価
高抑制に円安是

正を

規正法衆院通過
会期延長し抜本

修正せよ

2024/6/8

2024/6/9
国会議員の言動
政策へ過度な関

与疑問

法人の「健康経
営」　社員の元気
こそ企業の活力

週のはじめに考え
る　元死刑囚が

語った死刑

森林環境税　生き
た使い道探る議

論を

漫画のドラマ化
原作の尊重が

あってこそ

トランプ氏有罪
分断と対立の拡

大を懸念

定額減税スタート
「恩恵」押し付け、

納得できぬ

富士山・コンビニ
問題　観光危機

管理、考える契機
に

2024/6/4

2024/6/5

規正法改正、衆
院通過へ　改革
の「本丸」素通り

するな

トヨタやマツダ5社
不正　日本車へ
の信頼傷付けた

車の認証不正
ルール軽視の体

質改めよ

天安門事件35年
人権抑圧の拡大

を憂える

規正法改正、特
別委可決　国民

感覚とのずれ　甚
だしい

自動車認証不正
信頼回復へ、厳

格な対応を

人口急減の克服
へ社会の変革急

げ
2024/6/6

介護保険料上昇
住民の健康支え

る工夫を

那須雪崩、3教諭
に実刑　安全管理
問い直す契機に

週のはじめに考え
る　きょうは「ぐう
たら感謝の日」だ

けど…

減少続く書店　文
化的機能高める

工夫を

永住権取り消し
撤回すべき差別

規定だ
2024/6/2

2024/6/3
半導体分野の人
材育成　東北の
総力を結集しよう

介護保険料の上
昇　住民目線で根

本議論を

議員の海外視察
福岡県議会は常

識外れだ

国の指示権拡大
自治法改正の必

要はない

国の指示権拡
大、衆院通過　参
院で問題点洗い

出せ

議員寄付への税
優遇　悪用防止

へ、実態解明急げ

プラごみ条約　策
定に向け存在感

示せ
2024/5/31

2024/6/1

風水害に備える
「気象と防災の

日」制定を　地球
沸騰に向き合う契

機に

トランプ氏有罪
大統領として適格

なのか

ハンセン病家族
補償　差別根絶

し、申請の促進を

規正法改正協議
中身乏しく不信消

えぬ

定額減税　政権
浮揚の思惑が露

骨だ

SNS投資詐欺　官
民で偽広告の排

除急げ

静岡知事選も自
民敗北　裏金やめ

ねば逆風も続く

ラファへの攻撃継
続　国際法違反

の暴挙、許されぬ
2024/5/28

2024/5/29

仙台の給食牛乳
問題　情報発信、
課題の検証必要

だ

ドラフラ日本一
広島の新たな
「顔」になった

日中韓首脳会談
定期対話で課題

の解決を

2024/5/30
中国軍の台湾威

嚇演習　緊張高め
海峡の安定損なう

北朝鮮情勢と日
本　戦略的対話
が求められる

規正法の修正案
抜本改革を先送り

するな

政治資金法改正
野党案を軸に結

論急げ

2024/5/26
共同親権の導入
不安なくす手だて

を急げ

政治資金規正法
改正　裏金への

抜け道、残すのか

週のはじめに考え
る　ごめんね、ご

めんねー

国の指示権拡充
分権の流れ、逆
行させないか

国際司法裁命令
ラファ侵攻やめる

時だ

2024/5/27
災害関連死　対
策強化につなげ

ねば

増加する空き家
対策　官民で知恵
を出し合いたい

権威主義の強化
を憂う　プーチン

政権5期目

【地域の視点か
ら】JR木次線　沿
線の不安はもっと

もだ

ギャンブル依存
手軽なオンライン

に怖さ

政治資金の審議
不正の根を絶つ

規正法に

袴田さん再審結
審　死刑求刑、全
く理解できない

規正法改正案審
議入り　修正協議
で実効性高めよ

離婚後共同親権
が成立　早急に家
裁の体制強化を

AIの法規制　負の
側面、今こそ検証

を

将来の電源構成
再エネの遅れを

直視せよ

政治家への暴力
民主主義への挑

戦許すな

PFAS問題　規制
強化で被害の予

防を

国民年金改革
給付底上げへ冷

静な議論を

休み

2024/5/23

2024/5/24

2024/5/25

2024/5/22
台湾頼政権発足
緊張緩和へ中台

台湾、頼総統就
任　「現状維持」

森林環境税　目
的と使途の周知
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政治と女性　外相
発言に見えるもの

強制起訴１５年
なぜ見直しをしな

いのか

タイは民政を後戻
りさせるな

イラン大統領が墜
落死　中東混乱
への波及危ぶむ

カスハラ対策　働
く人の尊厳をいか

に守るか

エネルギー計画
原発回帰は認め

られぬ

大企業の好決算
暮らしに「果実」還

元を
台湾頼政権発足
中台対話の再開

めざせ

介護保険料の上
昇　予防の取り組

み活性化を

頼清徳台湾総統
の中台現状維持

は重要だ

頼清徳総統が就
任　緊張緩和へ
中台は対話を

頼新総統就任
緊張緩和へ中台
は対話を探れ

認知症の増加
安心できる共生社

会に

欧州議会選　ロシ
アは介入をやめよ

放送法改正　目
指す「公共」の姿

は

頼総統の就任
抑止力強化で台

湾を守れ

イラン大統領墜落
死の余波広げる

な

線状降水帯の予
測情報　精度向
上を備えの強化

ライシ師死去　イ
ランの不安定化を

懸念する

頼総統が就任
台中関係対話で

安定を

皇族数の確保
国民の声を反映

せねば
エネ計画の改定
原発の積極活用

を目指せ

介護保険料の上
昇抑制へ改革を

急げ

エネルギー戦略
の改定　将来に責
任果たす議論を

エネルギー計画
脱炭素のカギは

技術革新に

食料供給法案
政府の統制は最

小限に

国スポ見直し論
大会の意義見つ

め直せ
少子化の参院審
議　財源を明確に

するときだ

広く理解得る皇位
継承議論を

認知症の将来推
計　暮らし支える

対策が急務

野生動物ペット
安易な飼育は生
態系に影響も

上場企業最高益
家計への好循環

見えぬ

規正法の自民案
金権腐敗への反

省欠く
政府の基金見直
し　監視強めて無

駄をなくせ

ダウ4万ドルが映
す企業の持続成

長に学べ

離婚後共同親権
の導入　子の利

益を損なわぬよう

皇族数の確保
制度維持へ政治
の責任は重い

中国の過剰生産
習氏は欧米の懸

念直視を

逆風下のシンガ
ポール新首相

習・プーチン会談
中国は停戦へ関

与強化を

企業決算好調
日本経済の底上

げにつなげよ
国の指示権　地
方の危機感が見

えぬ

中露首脳会談
軍事協力強化は

許されぬ

中ロ協力はウクラ
イナ和平を危うく

する

物価高とマイナス
成長　円安の弊
害を直視せねば

選挙妨害逮捕
国会は再発を防
ぐ議論深めよ

屋上遊園の再生
「百貨店文化」の

復権へ
中国とロシア　侵
略支える関係見

直せ

日本版ＤＢＳ　子
供守るため創設を

急げ

統合作戦司令部
は米と協議を密に

熱中症の特別警
戒　災害と捉え命

守る行動を

中露首脳会談
蜜月関係が世界
の安定脅かす

選挙妨害で逮捕
過度な規制招か

ぬよう
スロバキア銃撃
憎悪の連鎖から

決別を

現代のカンニング
情報機器の悪用

許されぬ

消費回復へ賃上
げの持続力高め

る改革を

子育て支援の参
院審議　負担語ら
ぬ首相の無責任

早大入試で不正
先端機器の悪用

をどう防ぐか

ライドシェア　安全
の確保を最優先

に

春闘の賃上げ　非
正規を置き去りと

は
企業の好決算

賃上げ定着につ
なげよ

ＧＤＰマイナス　民
需主導へ歩みを

強めよ

公務員も年功脱
する処遇に

米の対中EV関税
強化　保護主義
の過熱を危ぶむ

英の不法移民
国際機関と協力し

解決図れ

自民単独改革案
守りの姿勢しか見

えぬ

頼政権と中国　火
種としない知恵絞

れ

米国と中国　制裁
関税よりも対話を

習氏の欧州歴訪
中国外交の限界

を示した

企業は好業績の
持続へ果敢な先

行投資を

G7の石炭火力
「廃止」　危機感
持ち具体的道筋

駅の窓口削減
利用者を置き去り

にせぬよう

脱石炭火発　日
本も積極的に加

速を

報道の自由度
権力監視の決意

新たに
エネルギー計画
脱炭素の道筋

見誤るな

「選挙の自由」妨
害　悪質行為の
摘発は当然だ

中国の南太平洋
浸透を許すな

政府の教員確保
策　「ブラック」解
消には不十分

認知症の推計
社会とのつながり

を保ちたい

選挙の演説妨害
有権者の聞く権利

守れ

同性パートナー
権利擁護の流れ

加速を
選挙妨害事件

自由と公正守る対
応を

相次ぐシステム障
害に企業は危機

感を

孤独・孤立対策の
推進法　苦しみ見
過ごさぬ社会に

軍事転用の懸念
企業が萎縮しない

輸出規制に

国の指示権拡大
対等な関係壊す

危うさ
沖縄復帰５２年

なお遠い「平和の
島」

選挙妨害は厳正
に対処せよ

電力の「容量市
場」始動　自由化
の意義損ねぬよう

患者への虐待
弱みにつけ込む
卑劣な行為だ

イスラエル軍　ラ
ファ侵攻やめ撤退

を
自然エネ財団　調
査急ぎ「宙づり」防

げ

裁判員裁判１５年
公判前手続きを

改善せよ

経済機密守る新
制度は透明性高

い運用を

立地自治体　核ご
み調査　候補地
拡大につながる

護衛艦の空撮
基地警備の脆弱

さにあきれる

産業機密法制
乱用防ぐ監視厳

格化を

患者の発言遮断
環境省の「原点」

忘れるな
危険な踏切　解消
へ自治体も関与

を

認知症の将来推
計　環境整備し改

善を目指せ

ラファ侵攻の惨禍
を避けよ

国立劇場建て替
え難航　計画見直
し検討すべきだ

核廃棄物処分場
全国的な議論へ
の足がかりに

教員の給与増額
労働環境改善が

不可欠

政治改革自公案
実効性に乏しい弥

縫策
2024/5/13

トヨタ最高益　成
長投資続け経済

牽引を

自動車産業は停
滞の先を見据え

た変革を

5期目のプーチン
政権　問われる強

権への結束力

習氏の外遊　中
国の米欧分断に

警戒が要る
経済安保新法

機密保持へ運用
効果的に

選挙乱す「影響力
工作」許すな

選挙演説の「妨
害」　有権者の権

利守る対応を

学習用端末　配
備優先のひずみ

が露呈した
規正法自公案

抜け道温存は許
されぬ

玄海町も文献調
査　核廃棄物の
処分へ前進だ

「デジタル赤字」を
稼ぐ力に転じる変

革を

政治資金巡る自
公案　「公開」に値

せぬまやかし

適性評価法成立
政府は明確な運
用基準を示せ

増加する認知症
暮らしの安心支え

たい
火山本部発足

体制強化が防災
に必須

政治改革の与党
案　議員の責任
強化を確実に

法廷で裏金の実
態に迫れ

ガザ休戦交渉の
中断　ラファ侵攻

は許されない

安倍派初公判
不正の実態どこま

で迫れるか

国産旅客機開発
問われる国の本

気度
石炭火力発電

孤立深める日本
の独善

参院憲法審　条
文起草へ衆院と

協力を

起業の加速で日
本経済に活気を

吹き込め

政府の基金見直
し　無駄の温床一

掃すべきだ

選挙の妨害　言
論の自由をはき

違えるな

中国秘密法改正
不透明な運用が

心配だ

米中が直接対話
「競争の管理」が

重要だ
入管法改正案

共生社会の理念
を貫け

感染症行動計画
失策直視し実効

性高めよ

環境省は真摯な
水俣病対応を

欧州でポピュリズ
ム拡大　「地球

益」置き去り危ぶ

水俣病と環境省
被害者との「対
話」は形だけか

マイナ保険証　年
内一本化　混乱を

懸念

適性評価拡大
懸念払拭へ審議

尽くせ
水俣病と環境省
役所の原点に立

ち返れ

環境省と水俣病
思いやりの心はな

いのか

「プーチン帝国」
の野望阻止へ強

い結束を

水俣病懇談の発
言制止　環境行
政の原点忘れた

石炭火力の廃止
日本発の脱炭素
技術を生かせ

新幹線延伸遅れ
地域への影響最

小限に

静岡県知事選　リ
ニアで「哲学」を語

れ
プーチン氏就任
国の未来奪う長

期独裁

プーチン氏５期目
全露軍撤退へ圧

力強めよ

固い鉄道運賃を
柔らかく

スマホアプリの新
法案　競争と安全

の両立不可欠

医療的ケア児　成
人後も手厚い支

援が必要だ

水俣病と環境省
被害を直視してい

るか

イスラエル軍　ラ
ファ侵攻を中止せ

よ
コロナ５類１年　検
証し、教訓の継承

を

巨大ＩＴ規制法案
公正競争で市場

活性化を

取締役会はファン
ドと対話し価値向

上を

プーチン政権　５
期目も続く横暴を

くじけ

プーチン氏就任
侵攻やめるのが

先決だ
米学生のデモ　命
守る訴えに耳傾け

よ

拉致被害者の救
出　米国とともに

圧力強めよ

南米と互恵関係を
深めよ

国の「指示権」
災害時に重要な
地方との連携

火山本部始動
防災力強化の司

令塔に
皇位の継承　国
民の声踏まえ協

議を

ＳＮＳ詐欺「無策」
政府は規制をた

めらうな

日本郵政の経営
将来像を議論す

べき時期だ

ギャンブル依存
疾患と捉え対策を

前へ
機能性表示食品

予断排し議論を幅
広に

教員の処遇改善
指導力の向上も

忘れずに

ミャンマー情勢
徴兵は人道危機

を一層深める

文化庁移転１年
首都機能分散に

本腰を
火山本部　観測
強化と人材育成

図れ

首長の嫌がらせ
職員の被害見過

ごさぬ制度に

巨大IT規制　自浄
促す仕組みも大

切
石垣市の尖閣調
査　中国の妨害
は容認できぬ

「国スポ」大会　時
代の変化に応じた

見直しを

道内の賃上げ　中
小への拡大欠か

せぬ

適性評価制度
もっと具体的に説

明を

男性の子育てを
後押しする職場改

革を

ＵＮＲＷＡ勧告
具体的な行動で
信頼回復せよ

河村市長の発言
戦争は道徳で語

れない

米分断緩和へ大
統領選公正に

こどもの日　五感
を高める体験を大

切に
竹島に不法上陸
韓国野党の愚行

非難する

米巨大ITはAI市
場を育む投資を

競え

ＡＩのルール　まず
は国内で規制に

取り組め
みどりの日に　鉄
道転換でＣＯ２削

減図れ

OECDが担う新た
な役割

富士登山の規制
安全に名峰を楽し

めるよう
憲法改正論議の

停滞打破を
米国発の円安へ
の対応は中長期

の視点で
「阪神」襲撃３７年
他者への不寛容

を憂う

団体球技の快挙
パリ五輪へ期待

が膨らむ

製造業は内部告
発に頼らぬ不正

対策を

投資詐欺広告
巨大ＩＴは被害を

放置するな

補選全勝の立民
政権の選択肢示

さねば
食料有事法案

統制抑え合理的
手法に

円安の進行　過
度の変動に警戒

解けぬ

環境と生産性両
立する農業に

派閥の現状　解
散手続きはなぜ

遅れるのか

巨大IT規制　消費
者の利益最優先

に
EU拡大20年の教
訓を平和と繁栄の

進む円安　投機的
な動きは容認でき

自転車に青切符
安全通行につな

選択的夫婦別姓
議論怠る国会、早

急な対応を

国の基金見直し
なぜ大胆に切り込

まない

健康食品の制度
「事業者任せ」抜

本改善を

コロナ５類１年　危
機対応の検証尽く
せ　反省なくして
国民の命守れぬ

国民スポーツ大
会　課題克服へ
建設的議論を

きょう本土復帰の
日　沖縄の自治
は神話なのか

きょう本土復帰の
日　沖縄の自治
は神話なのか

選挙運動の妨害
表現の自由を取り

違えるな

歴史的な円安　国
力低下は放置で

きない

空き家900万戸
増やさない意識、

持ち主も

与党の規正法改
正案　自民の本
気度が疑われる

国の指示権　根
拠なき拡大認めら

れぬ

カスハラ対策　度
を越す要求許さぬ

社会に

裁判員制度１５年
持続の在り方を考

える時だ

シンガポール首相
中立的外交で地

域貢献を

選挙演説の妨害
事件　民主主義
の基盤どう守る

「間接差別」初認
定　コース別雇

用、見直す契機に

「共同親権」成立
慎重運用が求め

られる

火山本部の発足
人材育て防災力

の強化を

広島サミット1年
被爆地の訴え、軽

んじるな

週のはじめに考え
る　「受援力」がつ

なげる絆

サンマ漁獲、新
ルール　資源管理
に実効ある主張を

中ロ首脳会談　軍
事連携の強化を

懸念

休み

2024/5/14

2024/5/15

2024/5/16

2024/5/17

2024/5/18

2024/5/19

2024/5/20

2024/5/21

2024/5/22

裁判員裁判１５年
より成熟した制度

へ、議論を

政治資金改革
首相は正念場と

心得よ

人口減少と人材
育成　縮小する社
会、個の力を強く

能登の災害関連
死　教訓生かした

備え急ぎたい

教員の待遇改善
長時間労働の是

正を急げ

米臨界前実験
「核なき世界」口

先だけか

エネルギー基本
計画　「再生」拡
大へ総力注げ

認知症の将来推
計　尊厳持ち暮ら

せる社会を

緊張緩和へ中台
は対話を

任　「現状維持」
へ対話進めよ

　
的と使途の周知

が必要だ

イスラエル　ラファ
侵攻は許されぬ

政治資金改革　カ
ネをかける活動見

直せ

自公の政治資金
改革案　透明化す
る気はないのか

町村議のなり手不
足　多様な人材確

保へ改革急務

与党政治改革案
またザル法を作る

のか

国立病院で虐待
障害につけ込む

人権侵害

上場企業の決算
発表　円安の恩
恵、広く分配を

週のはじめに考え
る　消える「民主」

と「6・4」

クマ、指定管理鳥
獣に　態勢整え早
急に被害防止を

玄海町と核ごみ
国の焦り透けて見

える

国体が国スポに
開催意義を見直

す契機に

露が戦術核演習
言語道断の振る

舞いだ

学術会議と学問
の自由　「戦前」
が蘇らぬように

コロナ５類移行１
年　政府対応の
検証が不可欠

感染症と日本社
会　危機に対応で

きる体制に

水俣病発言遮断
被害者の思いな

ぜ聞かぬ

水俣病被害者に
大臣謝罪　社会

弱者の声、真剣に
聴け

安定的な皇位継
承　先送りせず本

質的な議論を

川辺川のダム　住
民理解得る努力

続けよ

障害者への合理
的配慮　対話で社
会の壁取り除こう

水俣病、発言遮
断問題　切実な訴
えに耳をふさぐな

障害者への差別
合理的配慮を当

たり前に

SNS投資詐欺広
告　被害の放置
は許されない

選ぶスキルを磨き
たい　裏金事件と

政権選択

東北で早くも真夏
日　熱中症から命

守る対策を

政治改革と自民
党　裏金体質から

脱却せねば

脱炭素の大競争
に挑むエネル
ギー戦略に

地震リスクの伝え
方　防災行動につ

なげるには

縮小する市町村
地域の持続へ発

想転換を

ガソリン補助延長
暮らし支える手法

見直せ

火山列島に生き
る　大噴火に耐え

る防災力を

通販のダークパ
ターン　広範に存
在、意識し自衛を

地域で暮らす外
国人　「移民」の
現実直視する時

聖域なき年金改
革で持続性高め

よ

核ごみ文献調査
議論をゆがめる

国の対応

核のごみ最終処
分場　適地探し難
航、政策再検討を

憲法9条を考える
ギダンさんと「平

和」条項

原発被災地への
旅　見て触れて学

びを深めたい

自衛隊の歴史観
戦前回帰の空気

を懸念

地球環境の三重
危機　破局回避
へ行動変えよう

憲法の平等原則
一人ひとりが使っ

て生かす

子どもの権利　小
さな声に耳を澄ま

そう

こどもの日　社会
の宝、未来につな

げ

こどもの日に考え
る　魔法使いにな

れる店

こどもの日　大空
に羽ばたくあなた

へ

こどもの日　その
声に耳傾け尊重

を

こどもまんなか社
会　「未来」育む
意識広げたい

こどもの日　考え
る楽しさを知ろう
本はいつでも「友

達」だ

天皇陛下即位５
年　重きお務めに
感謝 た 　伝統

教育の質確保
政策 優先度を

中国で消息不明
統制強化で人権

を侵すな

年金納付5年延長
論　国民の不信、
払拭しなくては

「核のごみ」文献
調査　「責務」には

違和感がある

人口減少社会
若者が希望持て

る施策を

人口減少下の自
治体　「消滅」せ
ぬ地域づくりを

安保政策の変容
憲法を政権制御

の手綱に

岸田政権と憲法
平和主義の原
点、見つめ直せ

憲法記念日に考
える　「洞窟の囚
人」から脱して

憲法と企業・団体
献金　温存狙いの
曲解が目に余る

きょう憲法記念日
国民主権を取り戻

す時だ

憲法記念日　平
和を守るため議論

深めたい

二つの戦争と平
和憲法　市民の
力で破壊止める

時

憲法施行７７年
国会は条文案の
起草急げ　内閣に
改憲専門機関が

必要だ

平和憲法と「戦争
の影」　「国民を守
る」を貫くために

は

水俣病確認68年
救済拡大は国と

国スポ改革　開催
「喜び」を再起の

　能登地震

仙台、宮城の宿
泊税案　宿泊事

高齢化時代の災
害　暮ら 支える

2024/5/4

2024/5/5

2024/5/6

2024/5/7

2024/5/8

2024/5/9

2024/5/10

2024/5/2

2024/5/3

2024/5/12

2024/5/11
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防災力の強化促
す火山本部を

米中会談　衝突
回避が両大国の

責務だ

急激な円安　国民
の苦境　放置でき

ぬ
国スポのあり方

求められる姿　再
検討を

クマ捕獲交付金
殺処分減らす対

応徹底を

Google処分が映
すデジタル規制の

課題

国の基金見直し
運営状況への監

視を強化せよ

米中の対話　信
頼醸成し緊張緩

和を

ウクライナ支援
内向きの米国へ

の憂い
巨大ＩＴ寡占　弊害
の防止を実効的

に

宇宙非核化決議
案　露の拒否権
行使許されぬ

訪日客300万人を
生かそう

地域おこし隊　意
欲生かせる受け

入れ態勢を

ＳＮＳ投資詐欺
偽広告対策が急

がれる

自民3補選全敗
政権への怒り直

視せよ
学術会議改革

真摯な対話　政府
に責任

衆院３補選　自民
は「全敗」を直視

せよ

補選全敗で崖っ
ぷちに立った岸田

政権

衆院3補選で自民
全敗　首相への
不信任に等しい

自民３戦「全敗」
凋落した党勢を立

て直せるか

路線バス減便　運
転手確保へ抜本

策を

富士山入山規制
遺産も命も守るた

めに
自民補選全敗

裏金対応　信を得
られず

昭和１００年式典
日本を挙げて開

催したい

皇室広報の一層
の充実を

米国務長官の訪
中　責任果たす対

話の継続を

依存症への支援
本人や家族の孤

立を防ぎたい

島根で自民敗北
裏金の政権不信

深刻だ

政治資金改革
消極性に満ちた

自民案
熱中症「特別警

戒」　発令時の対
応策を万全に

米中はロシアの
侵略とめる責任果

たせ

自治体　次世代
育てる施策を強化

せよ
パリ五輪へ３カ月
テロ阻止に国際

的連携を

金高騰が映す世
界経済リスク

政治資金問題
規正法改正の議

論を建設的に
アイヌ漁業権　問
われる未清算の

過去

皇位継承と皇族
数　「正統の流
れ」確認された

日銀は円安も注
視し的確な政策

運営探れ

「国スポ」の存廃
論議　開催意義を

問い直す時だ

巨大ＩＴ新規制　ス
マホを巡る寡占の

弊害防げ

漬物と法改正　守
りたい「手作りの

味」
中国人学者不明
民間交流が窒息

する

政治改革特別委
規正法改正を確

実に図れ

教員の残業削減
へ抜本改革を

ネットに広がる偽
情報　社会全体で

危機感共有を

特定秘密漏洩
情報保全意識の
欠如は深刻だ

日銀の金融政策
円安への対応手

ぬるい
医師の働き方　改
革の「抜け穴」作

るな

自動物流道路
「２４年問題」の抜

本対策に

人口減対策と地
域の持続性確保

は両輪で

内臓脂肪減らす
薬　生活習慣の
改善が前提だ

米国の保護主義
大統領選での過
熱を懸念する

サンマ資源管理
実効性のある回

復策を

続く人口減少　若
者が希望持てる

街に
洋上風力発電

漁業者と共栄めざ
そう

中国人教授不明
学問の自由を脅

かすのか

小売りは消費の
変化に賢く動け

沖縄の陸自訓練
場撤回　住民軽
視した当然の帰

能登半島地震
被災した家屋の
解体を着実に

国立大法人化
研究力低下の検

証必要

熱中症アラート
未曽有の猛暑に

備える
国の基金は不断
の見直しで無駄を

なくせ

自民の規正法見
直し案　改革の名
に値せぬ弥縫策

外交青書　国際
協調へ積極的に

行動せよ

GX資産特区　基
盤強化し将来図

示せ

教員給与の増額
現場の疲弊解消

できぬ

停滞許されぬウク
ライナ支援

被災家屋の公費
解体　円滑な実施

へ環境整備を

落雷事故　屋外
活動中は予兆に

注意を

ガザ病院で遺体
人道への罪許さ

れない

現行保険証廃止
責任転嫁せず撤

回せよ
知床事故２年　安
全対策　徹底が

急務だ

減る書店　抜本的
な支援体制整え

よ

自民党は政治資
金の透明化と連

座制から逃げるな

公取委がグーグ
ル処分　1強のゆ
がみ是正が急務

グーグル処分　市
場支配力で競争

を阻害した

ヒグマの管理　生
息数を把握し適切

に

世界の軍事費
軍拡の流れを断

たねば
基金の見直し　規
律強める法制度

を

戦略的互恵関係
誤解を招く「言葉

遊び」だ

健康食品は安心
あってこそ

中国と台湾新政
権　緊張高めぬ取

り組みこそ

危険な踏切　遮断
機のない現状放

置するな

海自ヘリ墜落　原
因究明し態勢検

証を

東京都が条例化
カスハラ許さぬ社

会に
米ウクライナ支援
孤立外交で道は

開けぬ

ウクライナ支援
米下院の議決を

歓迎する

企業価値の向上
へCFOの責務は

重い

海自ヘリ2機墜落
相次ぐ事故の原

因究明を

海自ヘリ墜落　事
故の頻発は何が

原因なのか

障害者への対応
話し合いで課題克

服を

海自ヘリ墜落　原
因究明急ぎ再発

防げ
海自ヘリ墜落　再
発防止へ原因究

明を

高齢単身世帯
急増見越した態

勢構築を

海自ヘリ事故の
究明に全力を

大阪万博まで1年
盛り上がらぬ理由

直視を

ウクライナ支援
米国の再開を反

攻の弾みに

知床事故２年　安
全網の構築を着

実に

ギャンブル依存
「怖さ」周知が足り

ない
子どもの睡眠

「量」の確保　再
認識を

学術会議改革
税金の投入を極

力減らせ

SNSを使った投資
詐欺への対策を

急げ

オスプレイ再開1
カ月　不安放置で

は同盟損なう

半導体の人材
地域の大学を育

成の拠点に

国の基金見直し
一部廃止では済

まない

米英豪との連携
軍事技術協力の

危うさ
署名偽造判決

民意演出は許さ
れぬ

海自ヘリ墜落　捜
索と原因究明に

全力を

複合危機がG7の
結束を試す

国の地方への指
示権　拡大する必

要性が見えぬ

ナンバー１広告
客観的な裏付け
が欠かせない

衆院憲法審査会
拙速審議は慎む

べきだ

新潟水俣病判決
国の責任を問わ

ぬとは
定家の原本発見
文化の神髄深く究

めたい

為替安定は国際
協調と経済改革

の両輪で

政府の火山本部
始動　防災に資す

る体制強化を

ガソリン代補助
段階的に縮小す

るべき時期だ
通貨安で国際協

議　結束強めて懸
念に対処を

民主主義を試すイ
ンド総選挙

G20と世界経済
分断の深刻化を

懸念する

インド総選挙　「民
主主義」の内実が

問われる
イスラエルとイラ
ン　危険な報復合

戦やめよ

改正ＮＴＴ法成立
活性化につなが

る改革に

イランとイスラエ
ルの応酬を憂慮

する

イスラエルの報復
中東の戦火拡大

懸念する

中東情勢　報復
の応酬を拡大させ

るな

署名偽造で有罪
リコール制を脅か

した
国の指示権　何
のための「特例」

か

リニア中央新幹線
政府は全通へ本

腰入れよ

子の性被害防止
へ議論尽くせ

新潟水俣病で賠
償命令　被害救
済の拡大が急務

書店の減少　大
切な文化の拠点

を守りたい

建物の公費解体
被災者の立場で

着実に
子ども法案　支援
金への疑問直視

を

首相の訪米報告
危機認識をもっと

伝えよ

単身高齢者を支
える社会の基盤

づくりを

遮断機のない踏
切　事故防ぐ取り

組みが急務

年金制度改革
老後の困窮をどう

防ぐのか

トランプ氏公判
圧力に抗い毅然と

裁け
水俣病の救済

国は被害者と協
議せよ

玄海町の文献調
査　実現を期待し

見守りたい

米大統領は保護
主義に走るな

NATO創設75年
世界の安定支え

る同盟に

露占拠の原発
安全確保へ世界
が監視強めよ

円安の深刻化
春闘の成果が台

無しだ
朴名誉教授「無

罪」　表現の自由
を守る判決だ

新NISA起点に成
長と分配の循環を

一時保護中の通
学　子の意思尊
重する体制に

政治資金問題
改革を政局の道

具にするな

性犯罪歴の確認
子ども守る議論冷

静に

裏金再発防止策
自民党案示さぬ

無責任
グーグル処分へ
公正な競争維持

に努めよ

世界経済の軟着
陸は道半ばだ

LINEの情報流出
利用者守る体制

へ改革を

ストーカー対策
加害者を治療に
つなげるには

柏崎刈羽再稼働
地元の不安に向

き合え

単身高齢者増加
「見守り力」を高め

たい
スーダン内戦　紛
争を見過ごさぬ責

任

科学技術週間
「文理二刀流」育

つ高校に

中国はデフレ回避
へあらゆる手を尽

くせ

衆院3補選が告示
「政治とカネ」が問

われる

衆院３補選　不戦
敗が自民の劣化

を物語る

秋元札幌市政
対話重ね丁寧な

運営を

中国の海洋進出
「法の支配」に引

き込め
災害時の連携

熊本の取り組み
に学ぶ

柏崎刈羽に燃料
再稼働へ国は情

報発信を

万博は開催意義
の説明足りぬ

水原元通訳の違
法賭博　依存症

の怖さ浮き彫りに

元通訳の訴追　６
２億円失った賭博

の底なし沼

万博まで１年　開
催の意義なお見

えぬ

死刑執行の通知
人間らしい最期の

時を
イランの攻撃　報
復の連鎖　総力で

断て

イランの攻撃　中
東戦争への拡大

を防げ

イラン・イスラエル
報復の連鎖回避

を

イランの大規模攻
撃　報復の連鎖
断ち切る時だ

イランの攻撃　関
係国は報復の連

鎖断ち切れ

イラン報復攻撃
自制し衝突拡大

回避を

宿泊税の導入
「客離れ」招かぬ

知恵を
能登の子ども　ケ
アしつつ声を聴こ

う

岸田首相襲撃１
年　「警戒の空
白」埋まったか

水原容疑者訴
追、軽視できぬ

ギャンブル依存症

韓国総選挙で与
党大敗　外交の
安定維持望みた

キャッシュレス　決
済の安全性向上

が急がれる

共同親権　子ども
守る議論さらに

イランの攻撃　ガ
ザ停戦で報復を

断て
2024/4/15

日米比の枠組み
対中　緊張緩和

へ対話も

大阪万博まで１年
国挙げて準備加

速したい

知事辞任を機にリ
ニアを前へ

障害者への合理
的配慮　社会全
体で理解深めた

日米比首脳会談
対中抑止へ安保

協力を深めよ
万博まで１年　「な
ぜ今」見えないま

ま

韓国与党大敗
日米との結束を堅

持せよ

ヨーカ堂の遅すぎ
た経営改革を教

訓に

経産省の書店振
興　本に親しむ空

間どう守る

外貨建て保険　短
期乗り換えは適切

な販売か
水道行政移管

立て直しへ連携
強化を

日米比首脳会談
協力して自由の

海を守れ

与党大敗でも日
韓協力の歩みを

着実に

日米比の安保協
力　緊張緩和の
努力も必要だ

万博まで１年　開
幕の高揚感を生

み出せるか

さくら道ラン　最後
の力走に声援を

自衛隊の歴史観
戦争の反省　風

化を懸念

大谷の元通訳訴
追　違法賭博の
恐怖を物語る

米議会演説が問
う日本の覚悟

政治資金の制度
見直し　徹底した
透明化の議論を

韓国与党敗北
対日関係に影響

が及ばぬよう

韓国与党大敗
日韓改善流れ止

めるな
日米首脳会談

説明なき一体化
の加速

日米の軍事協力
衆議なき一体化を

糾す
韓国与党の大敗
対話通じ包摂の

政治を

原発事故対策
避難計画は不要

なのか
被災者台帳　平
時から態勢の整

備を

ミャンマー軍政
国民を討つ徴兵

はやめよ

過去最高の気温
は地球からの警

鐘だ

60年度の財政試
算　将来にツケ回

さぬ議論を

行政デジタル化
拙速を避け着実

に進めたい

外国人育成就労
人権状況改善 課

題残る

国の基金見直し
無駄の温床を一

掃せよ
米中経済対話

自由貿易を立脚
点に

デジタル教材　偏
向内容が入らぬ

対応を

留学生に選ばれ
る大学めざせ

保育士の配置基
準　環境改善の
道筋を明確に

機能性表示食品
迅速な被害報告

を義務づけよ

鈴木道政５年　腰
を据えて政策実現

を

少子化対策法案
負担と給付、議論

深めて

　
感謝したい　伝統
守り男系継承を確

実に

政策の優先度を
上げよ

補選で自民全敗
首相に「処分」が

下された

衆院3補選立民全
勝　政治とカネ、
解決できねば

衆院３補選自民
「全敗」　後半国
会で問われる覚

悟

失われた30年の
教訓　人材生かす

経済に転換を

救済拡大は国と
県の責務

国スポ改革　開催
の意義問い直そう

てこに　能登地震
から4カ月

泊税案　宿泊事
業者の納得が不

可欠

害　暮らし支える
連携強化を

米中の会談　危
機への責任を果

たせ

核危機に直面す
る世界　使わせな
い仕組み今こそ

ピンチの書店
「本との出合い」

守らねば

円安加速　暮らし
守る政策が急務

だ

週のはじめに考え
る　「休み」で皆が

得をする

日本版ライドシェ
ア　懸念払拭が実

施の前提だ

警官の大麻事件
捜査機関の自覚

あるか

大阪・関西万博
今なぜ？の疑問

に答えよ

島根1区補選で自
民敗北　改革求め
る民意受け止め

よ

内閣府の歳出長
期試算　財政健
全化と成長の両

立を

自治体４割消滅も
政府は長期人口
目標示せ　都道

府県の再編もあり
得る

規正法　自民案
抜け道放置は許

されぬ

グーグルの処分
市場寡占の弊害

取り除け

自民の政治資金
改正案　骨抜きの
「連座制」を見直

せ

育成就労制度、
審議入り　外国人
材と共生の地域を

九大跡地再開発
最先端の街へ地

元の声を

共同親権法案
生煮え議論では

不安残る

ナノテラス本格稼
働　技術革新進
め、復興の光に

森林環境税　目
的と使い道を周知

せよ

国の指示権拡充
地方分権に逆行、

見過ごせぬ

教員給与の増額
案　労働実態に即

した対価を

政治資金改革
自民は本気度が

見えぬ

医師の残業規制
地域医療との両

立目指せ

政府の書店支援
本と出合える場守

らねば

気仙沼線ＢＲＴの
将来　無人運転、
持続可能な「足」

に

パリ五輪参加問
題　IOC方針は納

得できぬ

海自哨戒ヘリ墜
落　訓練の安全
策、再確認せよ

生活保護費減額
訴訟　適正な政策
形成だったのか

海自ヘリ墜落　捜
索と原因究明の

徹底を

食料安全保障
農業の基盤強化

こそ急げ

政府基金１１事業
廃止　運用の透
明性高めてこそ

ガソリン補助　時
限措置まだ続ける

のか

愛媛・高知で震度
6弱　防災意識、

高めなくては

災害と「受援力」
支援受ける体制

を整えよう

アイヌ民族の先住
権　世界見据え議

論深めたい

水俣病患者救済
国と国会は恒久

策を作れ

新潟水俣病判決
国は認定基準を

見直せ

月間訪日客３００
万人超　地方分

散、東北も積極的
に

子ども支援金　詭
弁やめ真摯に説

明を

政治資金の透明
化　抜本改革抜き
に信頼回復なし

天神大牟田線100
年　沿線の魅力
高めて共栄を

火山本部の設置
観測の強化へ人

材育成急げ

週のはじめに考え
る　国際社会の重

い責任

コメ食味ランキン
グ　巻き返しへ、
猛暑対策急ごう

イスラエル報復
攻撃の連鎖を断

つ時だ

休み

政治資金の改革
自民は手ぶらで

臨むのか

イランのイスラエ
ル攻撃　報復の
連鎖食い止めよ

盛岡の景観保
全、岐路に　市は
保護ルールの厳

格化を

イランの攻撃　報
復の連鎖を食い

止めよ

衆院島根1区補選
告示　「政治とカ
ネ」本気度を競え

政治資金規正法
改正　独自案なき
自民、反省見えぬ

旧ジャニーズ　被
害の重み向き

合って

ハンセン病差別
国民の意識変え

る啓発に

機能性表示食品
制度を見直し安全

第一に

「海業」推進地区
選定　漁村の資
源を磨き上げよう

世界の安定へ重
責増す日米同盟

日米首脳会談
抑止力向上の合
意実践を　首相の
積極姿勢を評価

する

日米同盟強化
国民への説明軽

んじるな

韓国総選挙、与
党大敗　日本との
関係悪化気がか

り

成年後見制度見
直し　利用者の尊
厳と意思が第一

政治改革特別委
まず実態解明の

徹底を

熊本地震と能登
被災者支援は平

時に備えを

政治改革特別委
自民は透明化か

ら逃げるな

週のはじめに考え
る　アベノミクスの

片付け方

新学期にあたって
災害から身を守る

訓練を

韓国与党の大敗
対話重ね丁寧な

運営を

訪問介護の苦境
「施設から在宅

へ」に逆行

経済安保新法案
懸念拭えぬまま

成立急ぐな

台湾地震　息の
長い支援で恩返し

を

韓国与党が惨敗
日韓改善の歩み

止めるな

日米首脳会談
人気取りの舞台で

はない

日米首脳会談
「統合抑止」追随

だけでは

日米首脳会談
安保一体化の加

速危うい

日米首脳会談
世界に広がった
多面的な「協働」

岸田・バイデン会
談　問われる日本

の外交戦略
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2024/4/27

2024/4/28
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ＬＩＮＥヤフー　個
人情報の保護徹

底を

ガソリン補助延長
対象絞った支援

に転換を

安全と利用促進を
両立するAIルー

ルに

ガザでNGO職員
殺害　人道危機
の悪化懸念する

ガザ戦闘半年　暴
力停止へ働きか

け強化せよ

アイヌ民族研究
謝罪は尊厳回復

の一歩

「大東亜戦争」投
稿　自衛隊の歴

史観を憂う
国立大学政策

失敗を直視し見直
す時

大東亜戦争　言
葉狩りを朝日は恥

じよ

植田日銀は物価
安定へのかじ取り

丁寧に

皇族確保の政党
間協議　もう先送
りは許されない

成年後見制度
安心して利用でき

る仕組みに

産業情報機密化
恣意的運用の懸

念残る

教員の確保策
学校の疲弊解消

せねば

ＮＨＫ経営委　早
急な改革を求める

国会の党首討論
大局的見地から

力を競え

植田日銀は物価
安定へのかじ取り

丁寧に

「日本版DBS」の
導入　子ども守る

議論深めたい

国債利払い費　将
来の急増リスク軽

視できぬ

長谷川氏の言動
自治体と議員は

対等だ

自民派閥の裏金
実態解明を徹底

せねば

台湾地震　経験
共有し次に備えを

私的年金改革
誰もが活用できる

制度に

コーカサスの和平
交渉を急げ

再び国策旅客機
構想　失敗検証
せず進む危うさ

火山本部発足
観測の強化に向
けた司令塔に

洋上風力発電　Ｅ
ＥＺ利用　課題も

多い

入管の監理措置
一時しのぎの対

応慎め
若者の大麻汚染
深刻な被害に目

を向けよ

国産旅客機開発
に欠かせぬ企業

の野心

がん患者の自殺
対策　心のケアも

担える医療に

欧州原発回帰
有効活用は現実
的な選択肢だ

農業基本法　担い
手を支える議論に

アジアの少子化
課題解決へ英知

集めて
国会の憲法審査
会　原案作成に着

手する時だ

ガザの紛争収束
へ国際社会は手

を尽くせ

紅麹問題と機能
性食品　事業者
任せの制度検証

良質な睡眠　まず
生活習慣を改め

てみては

景気の不透明感
「好循環」達成に

本腰を

ガザ戦闘半年　無
法許さず停戦を急

げ

ブラタモリ　独自
の探究を楽しもう

政治パーティー券
外国人の購入を

禁止せよ

ガザの紛争収束
へ国際社会は手

を尽くせ

断水長引く能登地
震　過疎地の課
題直視する時

子育て法案　出生
数反転へ具体策

論じ合え
緊張高まる中東

ガザの戦闘　止め
る時だ

国産旅客機の開
発　失敗教訓に新

事業育成を

建設の24年問題
克服へ工夫を

国立大学法人化
20年　反省踏まえ

研究力強化を

車の危険運転
悪質さを正しく裁

けるように

ＡＩのリスク　疑念
にこたえる議論を

先島にシェルター
沖縄本島も整備

急ぎたい

移動の足確保へ
ライドシェアの拡

大を

SNS投稿で判事
罷免　司法の発
信考える契機に

北制裁パネル　身
勝手過ぎる露の

拒否権行使

ナシ花粉が不足
「自給力」強化へ

支援を
北朝鮮の挑発

免れぬロシアの
責任

「ＳＮＳ型」急増
変質する特殊詐

欺を潰せ

ガソリン補助金の
出口を示せ

ガソリン補助また
延長　いつまで愚

策続けるのか

裁判官を罷免　重
責担っている自覚

を欠いた

医師の負担軽減
医療を持続させる

ため
自民党の処分

「けじめ」にはほど
遠い

岡口判事を罷免
国民常識にかなう

判断だ

党の処分で裏金
問題の幕引きは

許されず

自民処分決定　こ
れで党の再生に

つながるか

自民党裏金処分
何より真相究明が

先だ

自民の裏金事件
首相は自らを処

断せよ
川勝知事の発言
他者の知性　敬っ

てこそ

自民党の処分　こ
れでけじめになる

のか

課題残した裁判
官の罷免判決

台湾の地震　被
災地へ可能な限り

の支援を

裁判官の罷免
明確な基準欠い

た判決

国の指示権拡大
地方自治を後退さ

せる
なごや平和の日

議会を動かした若
い力

川勝静岡県知事
県民のため今す

ぐ辞職を

「賢い支出」で財
政健全化と成長

の両立を

イラン大使館への
空爆　中東の戦
火拡大防がねば

イラン公館空爆
中東での戦闘拡

大を憂慮する

国の「指示権」
地方自治侵害す

る恐れ

川勝知事が辞意
舌禍が招いた結

末だ
裁判官の罷免

制度への国民の
責任

台湾で大地震　効
果的な支援を届

けたい

電子ごみのリサイ
クル広げよ

川勝知事の差別
発言　撤回を避け

続ける不誠実

静岡知事辞職へ
問題発言なぜ撤

回しないのか

電気・ガス補助
打ち切りの影響心

配だ

岡口判事を罷免
制裁が苛烈に過

ぎる
ガソリン補助　一
律支援はもうやめ

よ

対北安保理パネ
ル　露は拒否権
行使を恥じよ

イラン大使館空爆
による衝突拡大を

防げ

挑発続ける北朝
鮮　包囲網弱める

露の身勝手

シェルター整備
国民保護の体制

作りを急げ

イラン公館攻撃
報復せず外交解

決図れ

性犯罪歴の照会
運用に万全期して

こそ
辺野古の工費

精査して丁寧に説
明を

翻訳本発売に脅
迫　言論封じの暴

挙許されぬ

北朝鮮の不正を
隠す決議案否決

北陸新幹線と地
域交通　「住民の
足」確保に知恵を

企業の海外収益
日本にどう還流さ

せていくか

ＪＲ値上げへ
サービス改善に

努力を

物価上昇続く　賃
上げの力が足りな

い
名古屋市教委

情けない身内の
論理

ライドシェア解禁
安全守りつつ定

着目指せ

この試算で育児
支援の議論は深

まらない

会社登記の公開
制限　公共性考え

丁寧な議論を

「紅麹」サプリ　重
要な情報の開示

が遅すぎる

踏切の点字指針
社会的弱者守る

契機に

データ提供命令
人権への配慮は

十分か
ローカル線協議

合意めざし熟議尽
くせ

女子医大捜索
架空報酬疑惑の

先に何が

内需の好循環止
めない投資を

USスチール買収
「反対」　米国益も
損なう保護主義

日銀３月短観　品
質不正が押し下

げた景況感

能登地震３カ月
復旧の遅れが目

に余る

新入学する君へ
広い世界へ踏み

出そう
シェルター整備

有事招かぬ外交
努力も

新入社員の意欲
と挑戦引き出す企

業に

金利の復活と銀
行　経済再生に役

割果たす時

在外公館の強化
経済活動に外交

力を生かせ

コロナ支援終了
今後も警戒は怠

れない
能登の復興　東
日本の教訓を生

かす

能登の復興像を
官民で描こう

国家安全条例の
施行　香港の価

値損なう「中国化」

損保不祥事防止
業界の構造的問

題に切り込め

札幌市敬老パス
正面からの議論

が必要

宝塚歌劇団　「外
部の目」は十分か

宝塚問題で合意
二度と悲劇繰り返

すまい

TikTokの安保リス
クに向き合え

米司法省がアップ
ル提訴　利用者
の利益を最優先

外国人労働者
共生社会へ官民
の責任は重い

東電の再稼働
同意求められる

段階か

死刑制度懇話会
廃止ありきの議論

やめよ

ガザ危機へ資金
拠出の再開を

宝塚がパワハラで
謝罪　「あしき伝
統」断ち切れるか

多死社会　故人を
円滑に葬送できる

よう
旧ジャニーズ　勝
手な理屈は通らな

い

小林製薬の会見
安全第一の覚悟

に欠ける

企業は価値向上
策を市場に訴え

実行を

自転車に「青切
符」　安全利用に

つなげてこそ

後半国会　不信
の払拭へ成果を

出す時だ

東海自然歩道
手軽なレジャー半

世紀
教団への過料

疑念に向き合う姿
勢を

リニア開業延期
川勝知事の妨害

許されぬ

宝塚歌劇団はあ
しき体質を一掃せ

よ

疑惑深まる自民
裏金　森元首相
は国会で説明を

宝塚劇団員死亡
不誠実な対応が
傷口を広げた

映画と核兵器　ス
クリーンは警告す

る

紅麹サプリ　責任
の重大さ自覚せよ

公示地価上昇
実需伴う好循環

の実現を

安全性を軽くみて
いた「紅麹」健康

食品

安保理がガザ停
戦決議　イスラエ
ルは即時順守を

ＡＩの権利侵害
知的財産守る法
整備が必要だ

非正規の公務員
働きに見合う待遇

こそ
自民党の処分

森氏の聴取は不
可欠だ

後半国会へ　規
正法の改正やり

遂げよ

オスプレイの不安
拭う努力を

地価上昇と暮らし
住環境のひずみ

正したい

プロ野球開幕　伝
統を胸に刻み熱

いプレーを

紅こうじサプリ　食
の安全損なう深刻

さ

飢餓迫るガザ　惨
事防ぐ停戦を急げ

紅麹サプリで被害
混乱拡大防ぐ情

報開示を

Apple提訴が示す
巨大IT規制の難

路

同性カップルの権
利　保護する法整

備を早急に

「紅麹」サプリ　健
康被害を全力で

食い止めよ

健康食品の被害
原因の究明が急

がれる
同性パートナー

保護に踏み出した
司法

関東東部の地震
延宝房総沖の教

訓学ぼう

はしかの国内流
行を防止せよ

紅麹サプリの健康
被害　後手の対
応が混乱広げた

太陽光パネル
「大量廃棄時代」

にどう備える

日鉄の米社買収
政治問題化は避

けたい
大谷の釈明声明
言葉を信じて見守

りたい

広がる地価上昇
の先行きを注視

せよ

大谷選手の通訳
ギャンブル依存の

怖さ示した

金与正氏の談話
意図見極め拉致

解決を

ガザの飢餓危機
子どもの命見捨て

るな
派閥幹部の再聴
取　責任の取り方

を自ら示せ

障害者への接客
の再点検を

公示地価上昇
安定的回復を好
循環の促進に

公示地価上昇
安定図る政策欠

かせぬ

被害者給付金
性的少数者を守

らねば
ＮＴＴ情報流出　グ
ループで対策強

化を

医師の働き方改
革　患者へのしわ

寄せを防げ

緩んだ財政の正
常化へ中長期の

戦略示せ

ロシアで大規模テ
ロ　ISの脅威直視

すべきだ

政策保有株　余
裕資金を成長促

進に生かせ

北海道開発計画
実効性の確保が

課題だ

尊富士と大の里
「電車道」の土俵

人生を
性犯罪歴確認

実効性と人権　両
立図れ

モスクワのテロ
露大統領の威信

は落ちた

政情安定が揺らぐ
ベトナム

尊富士の新入幕
優勝　旋風巻き起

こした若い力

維新党大会　建
設的な政策提案

が必要だ

耐震基準見直し
命守る方策を探り

たい

ロシアとテロ　圧
政が生んだ過激

主義
尊富士の初優勝
「荒れる春」を盛り

上げた

「同意なき買収」を
競争力向上に生

かせ

生活保護が過去
最多　社会の安
全網より強固に

モスクワのテロ
侵略を優先し脅威

見誤った

物流残業規制
運転手の待遇改

善急務

ビキニ事件70年
核廃絶への思い

新たに
ＩＣＣ日本人所長
「法の支配」広げ

る先頭に

ロシアは公正なテ
ロ捜査を

ロングトレイル半
世紀　歩く旅の楽

しさ広げたい

尊富士初優勝
気迫の若武者が
歴史的な快挙

ＣＯ２貯留法案
事業化には環境

配慮を

勾留中の医療
早期の保釈を認

めねば
水素推進法案

石炭火力の延命
避けよ

教科書にＬＧＢＴ
男女否定の授業

にするな

安定的な資産形
成につながる金

融教育を

養育費の不払い
対策　子の利益に

つながるよう

皇族数の減少
多様な公務を担う

策考えよ
デジタル教材　点
検ルール　見直す

機会

香港国安条例施
行　日本は不当
許さぬ行動を

「法の支配」へ重
責担う赤根氏

通信の一律サー
ビス　携帯時代の

あり方議論を

ライドシェア　日本
に適した制度を育

てたい
ＷＴＯの改革　紛
争解決の機能

回復を

大谷の通訳解雇
混乱収拾へ真相

の公表を

自由を奪われた
香港の将来を憂

慮する

水俣病被害の判
決　国は幅広い救

済に動く時

子供への性犯罪
教育者に適任か

厳しく確認を

長良川にバス　外
来種へ危機感高

めよ
水俣病の救済

政府は責任を免
れない

能登行幸啓　国
挙げて復興を進

めたい

新幹線延伸で北
陸経済の底上げ

を

進む教科書デジタ
ル化　深く学べる

環境づくりを

洋上風力発電　Ｅ
ＥＺ利用で活路は

開けるか

水俣病の被害者
司法判断に翻弄

されて
香港の治安条例
社会と経済が窒

息する

教皇の「白旗」発
言　訴えるべきは

露軍撤退だ

FRBは物価の強さ
を綿密に見極めよ

NHK経営委員長
交代　情報公開し

信頼の回復を

香港の国安条例
中国の信用損ね

る強権統治

悪質ホスト　搾取
許さぬ対策が急

務

オスプレイ再開
住民不安軽視の

強引さ
防災集団移転

事前復興に教訓
生かせ

ホンダ・日産提携
世界をリードする

連合に

民主主義再興へ
地道な努力を

「金利ある世界」と
財政　もう借金頼

みは通じない

能登の医療　病
院の再建は将来

も見据えて

郵便料金値上げ
利用の低迷を招

かぬか

香港新条例成立
「中国化」は公約

違反だ

空港・港の共用
防衛強化　住民

の理解を

ライドシェア　安全
と利便を見極めた

い

少子化対策法案
国民負担、逃げず

に議論を

空き家の犯罪利
用　新たな手口出

現、警戒必要

飯塚車いすテニス
「共生社会」定着

への40年

植田日銀総裁1年
物価安定の使命

忘れるな

福島・国見、救急
車問題　官民癒
着の疑惑が強

まった

肥薩線復旧へ
鉄道を存続するモ

デルに

跡地協議に日鉄
不参加　地元軽

視なら納得できな
い

実質賃金２３ヵ月
連続減　「好循

環」実現、楽観は
禁物だ

自民の裏金議員
処分　解明なき幕

引き許されぬ

自民裏金で処分
実態解明せずに

幕引きか

自民党の裏金処
分　国民不在、あ
まりに見苦しい

こども性暴力防止
法案　犯歴確認だ
けでは守れない

ガザ戦闘半年　安
保理決議に従い

停戦を

静岡知事辞職へ
差別発言、弁解

の余地ない

自民「裏金」処分
目に余る甘さ、党

再生遠のく

ガザ戦闘半年　人
命最優先で停戦

急げ

デジタル教材　深
い学びにつなぐ工

夫を

ガザ戦闘きょう半
年　国際社会で停

戦実現せよ

週のはじめに考え
る　海を越えて学

ぶ意義

東北ユースオケ
被災地の花、根

付かせたい

医師の残業規制
地域診療との両

立重要

インドネシア政権
民主主義の後退

を危ぶむ

水道行政の移管
社会インフラ守る

自覚を

サプリ健康被害
安全性確保へ制

度の検証を

安保インフラ　払
拭できない有事の

不安

大麻摘発が過去
最多　若者に早期

のリスク教育を

少子化対策審議
入り　負担の具体

像示してこそ

国産旅客機開発
九州の企業も積

極対応を

台湾地震　日本
はできる限りの支

援を

好循環と地域経
済　中小の基盤
強化が急務だ

非正規公務員
給与抑制の対応

は悪質だ

物流の2024年問
題　荷主・消費者

は意識改めて

週のはじめに考え
る　燃えよ、「部

活」のように

飲酒ガイドライン
健康リスク知り付

き合おう

八雲事故送検
安全運行の管理

徹底を

再エネ資料にロゴ
中国の影響力工
作を疑え　河野担
当相の責任は重

大だ

能登地震3ヵ月
誰も取り残さない

支援を

能登半島地震３カ
月　住民の声くん

だ復興計画を

震災3カ月に考え
る　百年後の能登

つくろう

能登地震３ヵ月
備えの教訓、学び

生かそう

サプリ健康被害
拡大防ぎ実態の

把握急げ

大谷選手元通訳
と賭博　「依存症」
のリスクも直視を

平和国家の礎が
揺らぐ　安保法施

行8年

モスクワの乱射テ
ロ　国際協調で脅

威の拡大防げ

日本版DBS　子ど
もの安全を最優

先に

プロ野球開幕　マ
ツスタ15年、優勝

で飾ろう

新年度予算成立
審議の充実へ工

夫が必要だ

予算成立と裏金
問題　民主主義
の危機自覚せよ

地価の上昇　カネ
余りによる過熱懸

念

紅こうじサプリ被
害　原因究明と拡

大防止急げ

日銀会合「主な意
見」　物価安定

「番人」に重い責
任

プロ野球開幕　新
庄日ハム総決算

の年

モスクワのテロ
強権化の口実に

するな

九州新幹線20年
JRと沿線で効果

持続を

モスクワ乱射テロ
国際協調に立ち

返るべきだ

カスハラ防止条例
深刻な被害減ら

す一助に

九州の男女格差
小さな変化を地域

全体に

二階氏の不出馬
表明　責任逃れ

の幕引き許されぬ

二階氏の不出馬
表明　処分逃れ、
裏金解明遠のく

戦闘機輸出解禁
なし崩しの拡大許

されぬ

「再構築協」初会
合　鉄路を生かす

策、追求を

大谷選手が声明
一刻も早い真相

解明を望む

戦闘機輸出の閣
議決定　平和国
家の姿が問われ

る

戦闘機の輸出解
禁　国民的議論な
き原則の空洞化

教科書検定　デジ
タル偏重避けたい

児童虐待　児相
の体制強化が不

可欠だ

コロナ公費支援終
了　再流行への

備え怠るな

水俣病訴訟判決
全員救済へ流れ

止めるな

政治資金の移動
透明化に反する

脱法行為

技能実習制度見
直し　国の責任で

実効性高めよ

週のはじめに考え
る　沈黙の勇者が

世界を救う

消えぬ風評被害
信頼醸成が解決

の前提だ

モスクワでテロ
無差別な殺傷許

されぬ

ロシア大統領選
独裁政治の加速

を危ぶむ

夫婦別姓の議論
政治の怠慢もう許

されぬ

金融政策正常化
へ　「異次元」脱

却、再生の契機に
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2024/4/8
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北陸新幹線　課
題の存在も忘れ

ずに

北陸新幹線延伸
能登地震の復興

に生かせ

官民挙げて物流
の24年問題の克

服を

解明進まぬ政倫
審　安倍派幹部
の証人喚問を

国際機関の幹部
秩序回復へ重責

を担いたい

米アカデミー賞
戦争を問う作品の

重み

「民主」指数低下
冷戦時代への逆

行防げ
裏金の解明　政

倫審で幕引きなら
ぬ

外国人の育成就
労　労働環境の
是正を着実に

早急な議論を迫る
同性婚判決

ミャンマー国軍が
徴兵制　国民同
士を戦わせるの

介護報酬　プラス
改定で賃上げを

着実に

宿泊税論議　制
度の根幹練り直し

を

日弁連新体制
「人権を守る砦」と

して

育成就労の創設
転職制限に懸念

が残る

日銀が利上げ　暮
らし優先の舵取り

自民党大会　実
行なくして再生な

し

プーチン氏５選
欺瞞で「圧勝」を

演出した

プーチン氏「圧
勝」は侵略を正当

化しない

プーチン氏５選
「圧勝」を作り出し

た強権体制

プーチン氏５選
長期独裁政権は

危うい

再審の法整備
無実の人　罰しな

いため
プーチン氏５選
正統性なき「圧

勝」だ

自民党大会　信
頼回復の行動を

早急に

自民は政権党の
信頼取り戻せ

自民党大会　首
相の危機意識が

感じられぬ

裏金と自民大会
これ以上停滞許さ

れぬ

自民派閥の裏金
政倫審では解明

できぬ
2024/3/18

防衛装備品の輸
出　「次期戦闘
機」だけなのか

次期戦闘機の輸
出を国際協調と抑

止力の強化に

「裏金渦中」の自
民党大会　けじめ
なくして信頼なし

ガザの人道危機
いつになれば停
戦できるのか

工藤会トップ判決
減刑に臆せず摘

発続けよ

あまりにお粗末な
NTT西

センバツあす開幕
未来へつなぐ100

年の歴史

ＳＮＳ犯罪　スマホ
での甘言に潜む

悪意

同性婚訴訟　「違
憲の法」いつ正す

同性婚で高裁判
決　国民常識と隔

たり不当だ

自動車の転換に
挑む日産・ホンダ

提携

同性間にも「婚姻
の自由」　尊厳を
守る画期的判決

次期戦闘機輸出
安保協力を深め
る大事な一歩

輪島塗の復興
技継承の伝統を

守れ
春闘と賃上げ　中
小に広げ持続的

に

中国の海外闇警
察　「スパイ天国」

でいいのか

日鉄のUSスチー
ル買収を政治化

するな

戦闘機輸出の自
公合意　なし崩し
で突き進むのか

北陸新幹線延伸
観光需要を復興
の足がかりに

同性婚否定「違
憲」　「結婚の自
由」立法急げ

裏金の解明　政
倫審の限界は明

らか

中国全人代閉幕
毛沢東時代の再

来危ぶむ

この政倫審では
裏金の実態解明

に程遠い

参院でも「裏金」
政倫審　疑問はま
すます深まった

参院政倫審　会
計責任者に聞い

てはどうか

同性婚訴訟判決
違憲是正の法整

備急げ

戦闘機輸出解禁
平和国家の理念

損なう
オスプレイ再開

説明尽くさぬ強行
だ

参院政倫審　また
「知らぬ」連呼な

のか

能登の被災地の
子に息長い支援

を

国防費の膨張続く
中国　地域安定
脅かす軍拡路線

民間ロケット　宇
宙の新時代へ失

敗を糧に

参院政倫審　や
はり証人喚問必

要だ

新幹線、敦賀へ
復興への「輝き」

乗せて
日産減額強要

下請けの圧迫許
されぬ

「カイロス」失敗
チャレンジの灯を

消すな

賃上げ継続へ官
民で構造改革を

加速せよ

災害とデジタル技
術　平時からの備

えを万全に

春闘集中回答
高水準の賃上げ

定着させたい

大手賃上げ回答
地方や中小に広

げたい

選抜大会100年
数値化できぬドラ

マを
適正な取り調べ
可視化の拡大で

保障を

春闘の集中回答
中小企業に賃上

げ波及を

第五福竜丸70年
非核主導を

満額回答相次ぐ
春闘　息切れせず

中小へ波及を

災害時の断水
水道管の耐震化

なぜ進まない

ワイルズ移転　釧
路にプロの灯残そ

う

満額相次ぐ春闘
高水準回答を中

小にも
ドラッグ店の再編
人口減に先手打

つ戦略を

医師の偏在なら
す強力な政策を

今こそ

オスプレイ停止解
除　市民の安全
が置き去りだ

自民党則改正へ
実効性ある改革

につなげよ

オスプレイ再開
究明なき飛行許さ

れぬ

ALS嘱託殺人　医
は「生きたい」支え

ねば
千代田区汚職
「都心の利権構

造」に迫れ

ビッグモーターの
信頼回復を

落語がある世界
庶民文化の裾野

広げたい

福島原発の廃炉
高難度の作業を

どう進めるか

選択的夫婦別姓
導入求める声強

まった

紛争と国際機関
法の支配回復を

力強く

鳥山明さん　世界
への扉をひらいた

朝鮮学校　首長
は税金を投入す

るな

中国は過度な「国
家安全」重視を見

直せ

福島原発の廃炉
計画　困難な現実

を直視せねば

米アカデミー賞
日本の底力示し
たダブル受賞

鳥山明さん追悼
国境を超えて愛さ

れた

オスプレイ　飛行
再開を強行するな

米アカデミー受賞
日本文化の価値

を示した

オスカー2作が示
す邦画の力

宮崎作品にオス
カー　アニメの可

能性を広げた

ＬＩＮＥヤフー　個
人情報の管理体

制を改めよ

相次ぐ不祥事　政
権の緩みが極

まった

2024/3/11
東日本と能登の
震災　誰も取り残

さないために

東日本大震災１３
年　「戻りたい」叶
える復興を　教訓
伝え能登のいま

東北の復興支え
次の震災に生か

せ

東日本大震災13
年　つながりを保

つ復興こそ

大震災１３年　地
域の人口減とどう

向き合う

東日本大震災13
年　教訓に学び備

えの強化を

東日本大震災１３
年　必然受け入
れ、伝え備える

能登半島からの
警告　3・11から13

年

東日本大震災13
年　重い教訓生か

せているか

大震災から13年
いつまで原発に頼

るのか

沖縄の陸自訓練
場　撤回要求は
抑止力損なう

文理融合教育を
イノベーションの

糧に

ヤングケアラーの
支援　未来閉ざさ

ぬ取り組みを

医師の働き方　国
は過重な負担を

放置するな
コロナ公費終了へ
感染の監視と備

え怠るな

ドラッグストア統合
が問う流通変革

高齢化進む空襲
被害者　国の責
任で救済を早急

日本の文化芸術
世界に挑む若手

を育成したい
政倫審足踏み

下村氏の弁明欠
かせぬ

農業基本法の改
正　食料安保に資

する基盤を

取引慣行に見直
し迫る日産の下請

法違反

バイデン氏の議
会演説　米国の
民主主義守れる

選挙の偽情報　Ａ
Ｉの悪用から民主

主義守れ
ＪＯＣの検証　五
輪至上主義では

なく

花粉症シーズン
国民病克服へ対

策強めよ

バイデン大統領
の「米国第一」も

心配だ

生態系保全の認
定制度　民間の

取り組み支えたい

日産下請法違反
代金の減額強要

など許されぬ
トランプ氏指名へ
論戦なき独走の

危うさ

日産が下請法違
反　業界全体で重

くとらえよ

Apple Car撤退が
映す自動運転の

難路

日産の支払い減
額強要　許されぬ
下請けへの圧迫

拉致問題　政府
は北朝鮮の意図

見極めよ

診療報酬改定
負担増に応える

医療を
別姓選べる社会
いい加減　答え出

す時だ

国際女性デー　能
力発揮しやすい

社会に

女性が力を生か
せる日本に

茂木幹事長の政
治資金　透明性

損なう「脱法行為」

カンボジア情勢
日本の期待裏切
る民主化後退

トランプ氏圧勝
国際秩序の混乱

を懸念
留置場での死亡
開かれた検証が

必要だ

米大統領選　「トラ
ンプ登場」に備え

よ

再対決の大統領
選が米国の閉塞

感を映す

トランプ氏指名確
実　「米国第一」
再来に備えを

トランプ氏圧勝
米国の民主主義
は廃れたのか

ＮＴＴ法の廃止
地方切り捨てが心

配だ

中国の全人代
「党政分離」に立

ち返れ
徴用工問題　関
係強化に資す努

力を

ＬＩＮＥ行政指導
信頼に足る体制

に刷新を

大手は高い賃上
げでけん引を

日本社会と夫婦
の姓　女性の人
権を守る制度に

学校の安全　事
故情報の共有で

再発を防げ

道の観光予算
透明性欠いた補

正計上

政治資金の移動
使途を隠す脱法

行為だ
中国全人代　経

済への懸念　拭え
るか

育児・介護休業法
キャリアの継続を

確実に

中国経済の再生
に向けた道筋が

見えない

体制の全人代
透明性の後退を

危惧する

中国全人代開幕
経済より軍事で無

理はないか

参院と裏金問題
真相究明　停滞

許されぬ

花粉症の対策
「発生源」を減らし

たい
難病患者殺人

共に前を向ける社
会に

中国全人代開幕
強権政権への警

戒怠れぬ

LINEは社会基盤
の自覚を

GX国債の発行
脱炭素社会につ

なげたい

ＮＴＴ西日本　個
人情報扱う責任を

自覚せよ

相次ぐ雪崩事故
事前準備と慎重

行動を

適性評価制度
懸念残した拡大

許さぬ
農業の基本法

弱点直視し足腰
強化を

「３・１１」を前に
避難の実行で風

化を防げ

企業は市場の規
律と向き合い競争

力磨け

「徴用工」決着か
ら1年　日韓協力
の裾野広げたい

ＷＴＯ閣僚会議
紛争処理の機能
不全が深刻だ

参院と裏金問題
真相究明　停滞

許されぬ

日産の減額強要
下請けいじめの悪

質さ
首長の質問規制
有権者に背を向

けるな

いじめ調査報告
学校側は被害に

向き合え

パキスタンは分断
の修復を

岸田首相と裏金
国会　真相の解
明はこれからだ

参院予算委員会
政策論争を深め
る機会にせよ

相次ぐ雪崩事故
事前準備と慎重

行動を

救急到着10分超
賢い119番利用広

げたい
第五福竜丸７０年
核融合技術の平

和利用を

「中堅企業」育て
日本の成長力底

上げを

成年後見制度の
見直し　使い勝手
のいい仕組みに

尹大統領演説
日韓改善の流れ

を不可逆的に

カスハラ対策　働
く尊厳を守るため

に

子育て支援金　負
担の実像　誠実に

語れ
「適格性評価」法
案　機微情報の
活用を円滑に

ガザ避難民の逃
げ場を守れ

名古屋・教委の金
品授受　あしき慣
行の背景調査を

独居の高齢者
行政の支援で孤

立を防ぎたい

ＮＨＫ経営委　介
入問題幕引きでき

ぬ

ミャンマー国軍
「徴兵制」即座に

撤回を
出生数最少７５万
人　首相はもっと

危機感持て

持続的な成長を
促す企業統治に

踏み込め

子育て支援の財
源　理解得る努力

が足りない

無人攻撃機　乱
用防ぐルール作り

が急務だ
ハッカー組織摘発
国際連携強め「脅

威」叩け

ミャンマーの徴兵
制は非道だ

世界経済とG20
分断の悪影響を

防がねば

大地震対策　能
登の教訓をどう生

かすか
ビキニ事件７０年
非核の連帯を広

げよう

安倍派の不記載
この説明では納

得いかぬ

能登の産業復興
や生活の自立を

支えよう

政倫審に安倍派
幹部　やはり証人

喚問が必要だ

国会の混乱　言
論の府の権威を

貶めるな

安倍派裏金事件
連座制導入が不

可欠だ

政倫審　予算案
強行の踏み台か

物流法改正案
適正な対価得る

商慣行に

ブラジルG20は協
調諦めるな

能登地震と地場
産業　伝統と誇り

守る支援策を

エネルギー協調
インドの参加を市

場安定化に

ウィメンズ24　春
の祝祭　より成熟

を
物流残業規制

運転手の賃上げ
実現を

能登地震２カ月
「今できる支援」に

全力を

政倫審で露呈した
自民の深刻な統

治不全

岸田首相と政倫
審　何のために出

て来たのか

首相政倫審出席
開いただけでは解

明にならぬ

政倫審での首相
「説明責任」には

程遠い

首相が政倫審に
裏金の解明には

程遠い
災害ボランティア
地域やＮＰＯと多

様に

政倫審に首相　全
容解明にもっと努

めよ

成年後見を柔軟
に使いやすく

大相撲で相次ぐ
暴力　角界挙げて

悪弊絶たねば

囲碁の棋士育成
人気回復へスター

輩出したい

コンビニの防犯
盲点なかったか検

証を

能登地震2カ月
復興の「芽」伸ば

したい

東電の事故から１
３年　原発に頼ら
ない未来を描く

民間ロケット　失
敗検証し次の挑

戦に

金融政策正常化
緩和策の検証抜

かりなく

マイナス金利解除
正常化、これから

が正念場だ

政倫審と議員処
分　裏金事件、幕
引きは許されぬ

日銀の異次元緩
和終了　脱デフレ
効果あったのか

金融緩和策転換
経済好循環への

環境が整った

異次元緩和の転
換　国・企業はぬ

るま湯脱却を

｢異次元緩和｣脱
却を成長の好機

に

大規模緩和を転
換　脱停滞への
重要な一歩だ

「金利ある世界」
の対応万全に

「異次元緩和」の
終結　物価安定
実現への責務確

認を

休み

プーチン露大統領
5選　侵略の正当

化は許されぬ

日産の下請法違
反　悪弊断ち、大
手の責任果たせ

裏金議員の処分
解明なき幕引き許

せぬ

オスプレイ再開
原因説明尽くさず

拙速だ

同性婚の法制化
「違憲」の放置許

されない

戦闘機輸出の自
公合意　これで歯
止めといえるのか

プーチン氏５選
「圧勝」侵攻を正

当化できぬ

次期戦闘機輸出
「厳格なプロセス」

信じ難い

北陸新幹線の延
伸　能登復興へど

うつなげるか

参院で政倫審　知
らぬ存ぜぬは通ら

ない

「婚姻の自由」同
性も　法整備に向

け議論急ごう

週のはじめに考え
る　強権がロシア

をつぶす

同性婚訴訟、二
審も違憲　 もはや
放置は許されない

医療と患者意思
生きること支える

体制に

日産の違法行為
下請けいじめを根

絶せよ

旧統一教会の解
散手続き　政府は
審理状況を説明

せよ

東日本大震災１３
年・伝承　持続的
活動、行政も積極

的に

工藤会高裁判決
重い有罪維持、壊

滅に進め

春闘高額回答
中小の賃上げ、大

手も協力を

ビキニ被ばく７０
年　核廃絶へ日
本が先頭に立て

満額目立つ春闘
全ての働く人に賃

上げを

オスプレイ飛行再
開　原因説明なき

運用許されぬ

参院「裏金」政倫
審　責任逃れ再
び、不信はさらに

中国の外交　言
行の一致が問わ

れる

戦闘機の輸出
国会軽視の決定

危うい

東日本大震災１３
年・原発　住民避
難、複合災害前

提に

いつか来た道　通
る道　3・11から13

年

日産の下請法違
反　中小の苦し
み、軽視するな

「再審」議連発足
法改正で冤罪被

害者救え

中国全人代閉幕
経済と軍事の今

後を懸念

福島原発事故の
教訓　いま一度、
立ち止まるべきだ

東日本大震災１３
年・除染土　理解
育み処分の道筋

示せ

福島事故から13
年　脱原発への
道筋再構築を

困難女性支援法
官民で切れ目な

い伴走を

広島の男女格差
指数　経済40位、
危機感共有しよう

フェミニズムが持
つ力　国際女性
デーに考える

東日本大震災１３
年　漁業　三陸

沖、温暖化に応じ
変革を

米大統領予備選
「もしトラ」に備え

が必要

日本版ＤＢＳ　人
権に配慮し議論

尽くせ

「福島のばっぱ」
は生きる　3・11か

ら13年

東日本大震災１３
年・労働力　育成
就労制度、地域ぐ

るみで

ガザ人道危機　即
時停戦し飢餓救

済を

Ｈ３打ち上げ成功
国際市場での競

争力高めよ

男性の育休目標
実効性が高まる

制度に

九州の人手不足
多様な人材生か

す環境に

経済安保情報
懸念材料多く慎重

審議を

中国全人代開幕
信頼回復へ透明

性高めよ

ＮＡＴＯ拡大　国際
秩序守る団結が

必要だ

子育て支援金
「国民負担」の全

容を示せ

日鉄呉跡地の防
衛省提案　地域
振興の最善手探

らねば

国の指示権拡充
地方との対等な

関係守れ

町長のセクハラ
外の目と耳が不

可欠だ

五輪招致検証
核心に迫らず不

十分だ

予算案通過と政
倫審　疑惑置き去
り強引さ際立つ

週のはじめに考え
る　「えんじょも

ん」の勧め

予算案衆院通過
国民の疑念、晴ら

さぬままに

刑法犯の反転増
「安全な国」保ち

続けたい

大相撲と暴力　協
会の主導で抜本

改革を

能登半島地震2ヵ
月　被災者の今、
見据えた支援を

拡大する特殊詐
欺　撲滅へ新体
制で中枢摘発を

財政運営の改革
持続性を取り戻す

ために

政倫審と予算案
不信は膨らむば

かりだ

ＧＤＰ４位に転落
豊かさの基準見

つめ直そう

ビキニ被災70年
深刻な核被害、伝

え続けねば

遠い裏金解明　政
倫審だけでは不

十分だ

首相出席の政倫
審　説明責任果た

したと言えぬ

首相の政倫審出
席　国民の疑問に

応えていない

給食で小1死亡
教訓が生かされ

ていない
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政倫審の迷走
不信の上塗り許さ

れぬ

宝塚パワハラ問
題　真摯に向き合

う姿勢示せ

出生・婚姻減を招
く社会構造に切り

込め

裏金事件の政倫
審　目に余る自民

の迷走ぶり

首相政倫審へ
内容のある答弁

を聞きたい

ＮＡＴＯ拡大　衝突
回避の努力が必

要

政倫審巡る混乱
自浄能力欠如の

表れだ
ＮＡＴＯ拡大　ロシ
アと意思疎通図

れ

戦闘機合意先送
り　公明は平和履

き違えるな

新卒採用のミス
マッチ減らせ

物流運転手の待
遇改善　不合理な
商慣行見直しを

対中投資の急減
強権的な政策で
乗り切れるか

少子化対策法案
財源の説明が不

明瞭だ

学術会議と政府
文書の開示を速

やかに
相撲界の暴力

健全育成にかじを
切れ

桐島容疑者を送
検　公安警察の
敗北を悔やむ

基本法改正を食
料安保の強化へ

生かせ

減り続ける出生数
若者が希望持て

る社会に

ＮＡＴＯ拡大　ロシ
アに対する団結を

示した

ヤングケアラー
支援の機運　確

かな形に

総統選後の台湾
中国の圧力は逆

効果だ

カンボジア　一族
支配に未来はな

い

ＮＡＴＯ北方拡大
対露抑止力の強

化を図れ

漫画ビジネスの健
全な成長を

ウクライナ侵攻
日本への避難者
自立の思い支え

る環境を

花粉症対策　国と
企業の協力が欠

かせない

ラピダスの進出
拠点生かす中期

戦略を

糖尿病治療薬
不適切使用に歯

止めを

再エネ出力抑制
「主力化」に向け

対策を

国立劇場建て替
え　文化百年の計

を考えたい

生成AIを悪用した
選挙介入に備え

よ

ウクライナ侵攻
中国の外交姿勢
大国の責任果た

すべきだ

ＣＯ２地下貯留
脱炭素へ実用化

が不可欠だ

相撲界の暴力
指導を徹底して根

絶を

仮放免者の住居
生存権支える施

策こそ

ＮＨＫ経営委　森
下氏は去るけれ

ど

宮城野親方の降
格　「元大横綱」を

甘やかすな

乱立の政府基金
に強い規律を

森下NHK経営委
員長　反省しない

まま去るのか

ブラジル外交　地
域大国の責任を

果たせるか

米軍ＰＣＢ処理
情報公開の徹底

必要だ

平和統一の放棄
南北分断の固定

を憂う
ＮＨＫ経営委　森
下氏は去るけれ

ど

インドネシア　海
洋国家の連携を

強めよ

子育て支援の負
担論は逃げずに

正面から

診療報酬の改定
負担に見合う医療

充実を

中堅企業の支援
成長促し地域経
済の牽引役に

スーパー撤退
「買い物弱者」防

ぎたい

しらかわホール
他日の再出発を

望む
被災市町支援

経験知を生かし息
長く

沖縄の陸自訓練
場　知事の反対
は理解できぬ

インド加盟でIEAを
強力に

農業基本法と食
料安保　担い手育
てる政策急ぐ時

クマ被害対策　駆
除の必要性に理

解広げたい

ＴＳＭＣ新工場
巨額支援見合う

成果を

NHK議事録　経営
委への不信が募

る
女性初トップ　法
曹の景色　変える

とき

政倫審開催へ
国民に対する説

明尽くせ

半導体産業の復
活へ最後の追い

風生かせ

株価のバブル期
超え　生活向上に

つなげてこそ

刑法犯の増加
社会不安高めるＳ

ＮＳの悪用

海自でも参拝　靖
国との関係　総点

検を

「徴用工」で実害
不当な取り立てを

許すな

政倫審を実態解
明の第一歩に

ウクライナ侵攻
世界のエネル

ギー　供給不安の
解消へ協調を

２次避難の期限
被災者が居場所

に困らぬよう

裏金で政倫審開
催へ　鍵握る議員

がなぜ出ない
ウクライナ侵攻

軍拡競争の激化
核の脅威は去っ

ていない
戦闘機の輸出

平和国家の信用
揺らぐ

株価が史上最高
値　さらなる企業

価値向上を

株価史上最高値
「失われた３０年」

脱する起点に

株価最高値更新
暮らしに反映させ

ねば
株価高値更新
好業績の果実

分配広く

天皇誕生日　陛
下の祈りを国民の

力に

旧統一教会審問
厳正に宗教法人
の適否判断を

文芸と生成AI
「人間が書く」意義

問う
政倫審開催へ

実態解明に資して
こそ

竹島　対韓外交
の主題に据えよ

継続を選択したイ
ンドネシアの民意

ウクライナ復興と
日本　官民連携し

支援を息長く

共同親権の導入
「子の利益」確保

を最優先に

定例道議会開会
将来に向き合う議

論を

水道管の耐震化
優先順位つけ急

ぎたい

イスラエル　ラファ
侵攻やめ停戦を

ナワリヌイ氏急死
首相はなぜ発信

せぬのか

日朝協議への備
えはあるか

勤務医の長時間
労働　是正への
体制整備が急務

竹島の日　国際
法に基づく解決を

促せ

避難所のあり方
生命と尊厳守る環

境に

核のごみ　地層処
分は安全なのか

クマ被害対策　共
存進め　捕殺に理

解も

診療報酬で賃上
げ　医療の充実に

つなげたい

官民一体のウクラ
イナ復興支援を息

長く

政治資金のデジタ
ル化　監視しやす

いシステムに

少子化対策　国
民の負担を正面

から論じよ

産業情報機密化
人権侵害の恐れ

大きい

ラファ侵攻計画
国際法違反を重

ねるな
日本とウクライナ
官民で息の長い

支援を

経済復興会議　ウ
クライナ支援の推

進を

日鉄のUSスチー
ル買収を成功に

導け

政府と沖縄県の
対話　関係修復に

向けて継続を

企業買収活発化
経済全体の成長

につながるか

盛山氏の説明
教団対応に疑念

拭えぬ

裏金の実態解明
先延ばしは許され

ない

子ども法案　真摯
で活発な論戦を

中国経済　歪んだ
体制が停滞招い

た

習近平政権は外
資の中国離れを

侮るな

ナワリヌイ氏が獄
中死　疑念拭えぬ

ロシアの説明

ウクライナ支援
経済再建へ日本
の強み生かせ

「Ｈ３」成功　技術
高め着実に前進

を

ナワリヌイ氏　独
裁体制の?を暴い

た
自衛隊と沖縄　拙
速な強化は溝深

める

Ｈ３ロケット　安全
保障にも資する礎

に

肥満症薬は「やせ
薬」ではない

H3ロケットの成功
国際競争に挑む

出発点だ

震災とラジオ　貴
重な情報源の役

割を今後も

ナワリヌイ氏　弾
圧が招いた獄中

死だ

共同親権の導入
子の不利益生じ

ぬよう
京大吉田寮　自

治守り、対話再開
を

文献調査の報告
書　次のステップ

に進みたい

企業は堅調収益
テコに成長生む戦

略を

GDP世界4位に転
落　暮らしの立て

直し急ぐ時

台湾半導体工場
先端品の生産基

盤を整えたい

インドネシア　民
主政治弱体化な

らぬ

施設で乳児死亡
「うつぶせ寝」は

厳禁で
ナワリヌイ氏　弾
圧国家が恐れた

勇気

ナワリヌイ氏急死
露は世界の疑念

に応えよ

ナワリヌイ氏の獄
死を憂える

「セクシー田中さ
ん」問題　原作者
の権利守られた

ナワリヌイ氏　露
政権が獄中死に

追いやった

いじめ情報開示
再発防止へ教訓

とせよ

中国を仮想敵に
対話の機運に水

を差す

Ｈ３ロケット　信頼
獲得へ一歩ずつ

与正氏の拉致発
言　妄言を事態打

開に?げよ

GX国債の発行を
機にネットゼロ加

速を

自民の政策活動
費　不透明な金の

流れ根絶を

尖閣諸島情勢
政府は主権を守
る意思を示せ

地震と原発　地元
の不安を直視せ

よ

災害ボランティア
実情踏まえ態勢

づくりを

成功のH3これか
らが正念場

核ごみ処分場の
調査　幅広い議論

が欠かせない

ロケット成功　宇
宙開発の停滞を

破る契機に

孤立集落　備えの
再点検が必要だ

自民不記載報告
書　政倫審の開
催で合意せよ

経済安保を支える
国際標準の資格

制度に

安倍派幹部と政
倫審　出席の回
避は許されない

診療報酬改定
賃上げで医療の

質向上させよ

教委の金品受領
悪しき慣習なぜ続

けた
自民裏金調査

実態解明　国会
が果たせ

４歳女児を殺害
この命は救えな

かったか

離婚後の子の利
益が最優先だ

4歳児死亡で両親
逮捕　幼い命なぜ

救えなかった

インドネシア　有
権者は経済重視

路線選んだ

吹奏楽全国大会
名古屋を再び「聖

地」に
診療報酬改定

負担に見合う医療
に

ＧＤＰ４位に後退
民間主導で停滞

を脱せよ

内需復調へ企業
は賃上げと事業

効率化を

能登地震のがれ
き処理　目詰まり
の解消が急務だ

日本ＧＤＰ４位　デ
フレ完全脱却で再

浮上図れ

道の予算案　財
政危機の回避急

務だ

インドネシア　民
主政治後退させる

な
インドネシア　民

主化　後退させぬ
道を

生活保護法改正
貧困連鎖断ち切

る支援を

特殊詐欺の撲滅
を総力戦で

インドネシア次期
政権　問われる脱

新興国の戦略

核廃棄物処分場
地元の理解をい
かに広げるか

ＧＤＰ４位転落　経
済の底上げを着

実に

診療報酬の改定
高齢期医療を支

えねば
最悪の特殊詐欺

捜査突きあげ
「上」を割れ

この診療報酬改
定では改革が進

まない

自民全議員の裏
金調査　自浄能

力のなさ露呈した

政治資金問題
改革につながる
論戦に努めよ

首相の裏金対応
後ろ向きにも程が

ある

コロナ後の中国
懸念される社会の

萎縮
地下シェルター

数値目標掲げ整
備進めよ

脱炭素時代に向
けコンビナートの

再生を

中国の不動産不
況　問題の先送り

を懸念する

犯罪被害者　社
会で支える意識を

高めたい

再審の重い扉　制
度改正待ったなし

だ

自民裏金の実態
身内では解明でき

ない
小澤さん逝く　音

楽で世界を近づけ
た

小澤征爾氏死去
拓かれた道を次

代に?

脱炭素時代に向
けコンビナートの

再生を

小澤征爾さん逝く
国超えて音楽に

愛された

災害時の偽情報
混乱招く悪質投稿

は許されぬ

小澤さんを悼む
名演生んだ人柄と

情熱
核のごみ調査　疑
問や懸念を直視し

て

コロナ１０波と能
登　感染拡大へ
の警戒強めよ

トランプ前米大統
領のNATO発言を

憂う

デジタル社会と電
力　AIの「電費」改

善が急務

電動スケーター
手軽さが危険走

行を助長した

地震後の住まい
地域のつながり大

切に
2024/2/13

トヨタグループ　不
正の背景　検証

深めよ

ＵＳスチール買収
米国の懸念払拭

に全力を

資産運用業は世
界に伍する競争

力つけよ

香港の国家安全
条例　人と金の流

出招かないか

イラン革命４５年
地域の安定乱す
対外強硬姿勢

警察官の職質
問われる人種差

別意識

株高と倒産増加
いびつな構図是

正せよ
半導体「復権」

政府丸抱えでい
いのか

管理獣にクマ指定
まずは生息調査

が必要だ

翁氏の政府税調
は積極発信を

踏切事故防止の
新指針　視覚障
害者の安全徹底

能登の文化産業
伝統の灯絶やさ
ず復興の力に

人口減少加速
現実直視し対策

強化を

落語協会100年
市井の哀歓語り

続けて
半導体「復権」

政府丸抱えでい
いのか

建国記念の日
日本の由来をしの

びたい

GDP4位転落を改
革加速の呼び水

に

経団連が夫婦別
姓要望　自民党

が壁を越える時だ

農林水産物輸出
安定的拡大へ販
路の多角化を

被災住宅の支援
与野党で徹底審

議を

日伊首脳会談
外交安保で協力

を深めよ

危ういウクライナ
支援停滞

生成AIの利用拡
大　著作権侵害
の歯止め必要

救急医療の逼迫
軽症者の利用抑
制が不可欠だ

原作と脚色　ドラ
マの舞台裏で何

が

大量の災害廃棄
物　官民協力し処

理進めたい

外国人が長期就
労しやすい制度に

整えよ

スポーツの有料
配信　広く楽しめ

る環境議論を

技能実習廃止
外国人の就労環

境を改善せよ

AMラジオ休止
情報弱者を生み

出すな
子ども支援金　詳
細示し丁寧な議

論を

少子化と国会　誠
実に財源論と向き

合え

ローソンTOBの期
待と課題

盛山氏と教団の
関係　文科相にふ

さわしくない

小沢征爾氏死去
情熱のタクトで感

動を届けた

首相の資金集め
「脱法行為」看過

できぬ

裏金議員の責任
まずは政倫審で

説明せよ

災害犠牲者の名
前　原則公表へ
政府は方針を

デブリ回収また延
期　リスク排し廃
炉の道筋示せ

株価が最高値
失われた30年に

終止符を

相撲界の暴力　ま
だ根絶できないの

か

訪問介護の報酬
減額　在宅ケアの
崩壊招きかねぬ

九州地銀の連携
協調と競争で地

域振興を

政倫審巡る混乱
首相の出席、違
和感拭えない

能登地震、在宅
避難　取りこぼさ
ない支援体制を

北朝鮮の挑発
冷静に分析し包

囲強めよ

東証史上最高値
国民全体が潤わ

なければ

週のはじめに考え
る　ガードレール

は頑丈か

処理水放出から
半年　水産物輸
出、リスク分散図

れ

皇位継承の議論
「国民の総意」が

前提だ

地方政治とカネ
国政を反面教師

に襟正せ

教員の心の病
実効性ある働き

方改革を

ナワリヌイ氏獄死
ロシア政府関与

の疑念募る

核ごみ処分地調
査　今後の進展、

見通せるのか

出自を知る権利
時代に合った法

整備急げ

成年後見の改革
誰もが使いやすい

制度に

ウクライナ侵攻２
年　長期化見すえ

持続的支援を

侵略から２年　ウ
クライナを支える
時だ　ロシア軍は
直ちに撤退せよ

ウクライナ和平へ
の決意を強固に

露侵略から２年
世界の結束が試

されている

株価史上最高値
家計に恩恵及ぶ

政策を

ウクライナ侵攻２
年　支援継続し蛮

行食い止めよ

和平への道筋を
つけよ　ウクライ

ナ侵攻2年

ウクライナ侵攻２
年　ロシアの無

法、止めなければ

ウクライナ2年　結
束揺るがす「支援

疲れ」

熊本にTSMC
オール九州で共

存共栄を

ナワリヌイ氏急死
疑念晴らす責任、

ロシアに

文科相不信任案
否決　政権の自

浄能力欠如またも

IMFの審査　外部
の目を政策に生

かせ

Ｊ１開幕　サカスタ
元年、優勝で飾ろ

う

政倫審開催へ
実態解明、意味あ

る一歩に

ウクライナ侵攻２
年　ロシア撤退し

即時停戦を

ウクライナ侵攻2
年　一日も早い平

和の実現を

株式市場を生か
す時代の始まりに

犯罪被害者法20
年　「尊厳」守る息

長い支援を

GDP4位転落　「一
過性」では済まさ

れぬ

週のはじめに考え
る　インドは民主

主義国か

医師の働き方改
革　負担減と地域

医療の両立を

札幌駅周辺開発
計画遅れの検証

必要だ

Jリーグの転機
開催時期の移行

を円滑に

子育て支援金　負
担増ごまかす説

明やめよ

中尊寺金色堂９０
０年　高い精神

性、世界に誇る宝

H3ロケット　国際
競争へ踏み出す

成功

島根原発と地震
避難計画の実効

性あるのか

家屋倒壊　耐震
改修の推進、施

策強化を

自民裏金解明　も
う足踏みは許され

ぬ

プルサーマル計
画　女川原発、東
北電は説明必要

成年後見制度
利用者本位で改

善急げ

核のごみ調査　原
発政策と併せて

議論を

市販薬の乱用
若者の依存対策

を早急に

自民と裏金　自浄
能力ないのは明ら

かだ

クマ、指定管理鳥
獣に　すみ分け強
化、人身被害防げ

自民の裏金調査
身内では核心に

迫れない

原爆資料館の混
雑対策　発信強
化につなげたい

ＩＭＦ対日経済審
査　構造改革加
速する契機に

自民党裏金調査
自浄能力の乏しさ

露呈

住宅の耐震強化
全半壊の悲劇防

ぐ施策を

自転車に青切符
危険な走行なくす

契機に

荘内・北都銀合併
へ　基盤強化で地

域貢献に期待

休み

2024/2/14
ガザ支援金停止
再開急ぎ人道危

機回避を

自民裏金アン
ケート　政倫審で

まず説明せよ

収支報告書「裏
金」訂正　自民は
「不明」を恥じぬの

か

核ごみ文献調査
報告　国民的議
論促し再検討を

トヨタGの不正　効
率最優先のひず

み正せ

盛山氏と旧統一
教会　これでは文

科相務まらぬ

文科相と旧統一
教会　盛山氏続
投、もはやあり得

ぬ

道内の賃上げ　民
の努力　官が支え

たい

共同親権の導入
「子の利益」国会

で熟議を

大地震と液状化
足元の備え、もっ

と必要だ

週のはじめに考え
る　住宅供給とい

う社会保障

ミャンマー政変３
年　戦闘停止に向

け関与深めよ

財政健全化目標
安易な先送り許さ

れぬ

2024/2/15

2024/2/16

2024/2/17

2024/2/18

2024/2/19

2024/2/20

2024/2/21

2024/2/22

2024/2/23

2024/2/24

2024/2/25

2024/2/26

2024/2/27

2024/2/28

2024/2/29

2024/2/10

2024/2/11

2024/2/12
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米軍ＰＦＡＳ　調査
と対策　住民本位

で

周庭氏の指名手
配　自由への脅
迫は許されぬ

AI半導体の開発
と生産の多様化を

急げ

能登半島地震と
原発　安全対策
の総点検が急務

訪日客消費最高
世界へ魅力を発
信する好機に

トヨタグループ　総
力挙げ不正の根

絶を

国連のガザ支援
活動継続へ拠出

再開を
危機のガザ支援
国連への拠出は

命綱だ

盛山文科相と教
団　首相は更迭を

ためらうな

不信募る文科相と
旧統一教会の関

係

クマ被害の対策
強化　持続的管
理の道探りたい

わいせつ保育士
処分歴照会で被
害を防止せよ

赤松良子さん　男
女均等尽くした生

涯

大量の災害ごみ
広域処理で再利

用図れ
中国不動産市場
より踏み込んだ対

策を

政治とカネ　派閥
幹部らは説明尽く

せ

成長と新陳代謝
促すグロース市場

改革を

情報保持の資格
制度　恣意的運
用防ぐ手立てを

次期戦闘機　輸
出解禁へ政府は

説明尽くせ

盛山氏と教団　文
科相の任果たせ

るか

空き家対策　地域
再生への「資源」

に

災害廃棄物　処
理へ支援を幅広く

ＴＳＭＣ第２工場
技術力と人材の

底上げを

デブリ取り出しは
慎重を期せ

政治改革と岸田
首相　やる気のな

さが目に余る

北方領土問題
露支配の固定化

は看過できぬ

公務員の過労
命守ってこその行

政だ

教団から支援　文
科相の適格性を

欠く
自民裏金対応

小出しで　ごまか
すな

危険運転致死傷
罪　国民常識との

乖離埋めよ

農水産物の輸出
先を多様化しよう

盛山文科相と教
団　説明責任果た

していない

適性評価制度
経済情報の安全

をどう守るか

北方領土の日
四島返還　毅然と

主張を

ロ朝の軍事協力
常任理事国の資

格ない
盛山氏と教団　文
科相の任に堪え

ない

北方領土の日　ウ
クライナと連帯強

化を

G7議長国終えて
も続く重責

和楽器文化の継
承　裾野広げる場

増やしたい

災害と心のケア
不調のサイン見

逃さぬように

雪まつり復活　安
全な運営　徹底し

たい

地震国の原発
安全な場所はあ

るのか
旅券発給拒否

裁量逸脱の指摘
は重い

共同親権導入へ
健やかな成長守

る環境を

株高の今こそ証
券会社は信頼の

向上を

米軍の報復攻撃
中東の戦火拡大

を危ぶむ

衆院予算委員会
実態解明はどこま

で進むか

自民の裏金解明
おざなり調査は改

めよ

大嘗祭判決　憲
法との調和考え

ねば
国会予算審議

論議尽くす責務果
たせ

米国の報復攻撃
イラン側の自制が

重要だ

派閥幹部は説明
責任を果たせ

損保ジャパンに行
政処分　企業風
土を改めなけれ

食料安全保障
高まるリスクへの

対策を急げ

中東での米報復
衝突拡大回避へ

自制を

国の生活再建策
前例とらわれぬ支

援を
立憲党大会　敵

失頼みでなく地力
を

朝鮮人追悼碑
政治利用で撤去

は当然だ

AI時代の競争に
入った米巨大IT企

業

離婚後の共同親
権　子どもの幸せ

を最優先に

北の「統一」放棄
軍事行動の危険

度が増した

立憲民主党大会
政治改革へ野党

連携を

虐殺防止命令　ガ
ザ停戦へ転機と

せよ
ライドシェア　働き
手保護が不可欠

だ

ワリエワの処分
個人よりロシアの

断罪を

野党は責任ある
政策提案を

持続可能な介護
制度　賃上げだけ

では不十分だ

災害ごみ　広域連
携で早期の処理

を図れ

ＡＩと著作権　創作
守る法整備が必

要

被災地から2校
全力プレーがエー

ルに
自律致死兵器

規制への機運を
逃すな

令和臨調の提言
まずは「政党の大

改革」を

ガザ休戦で中東
の危機拡大を食

い止めよ

麻生氏発言と自
民　女性蔑視放
置する無責任

中東の紛争拡大
米国とイランは衝

突回避せよ
米国の報復攻撃
紛争の拡大　防ぐ

自制を

ＥＵの巨額支援
侵略許さぬ決意を

示した

縮む国内消費を
映す流通再編

政府の財政見通
し　借金漬けへの

危機感欠く

雇用保険制度
非正規の安全網
強化が必要だ

教員の「心の病」
政策の質上げる

調査へ

代表質問終わる
国民を守る議論

深めたい

アプリ配信サービ
ス「開放」の影響

注視を

傘下企業で相次
ぐ不正　深刻なト
ヨタの統治不全

ガザの国連職員
信頼失墜させるテ

ロへの加担

自民の裏金事件
野党結束して改

革迫れ

大麻の使用　刑
罰では解決しない

ミャンマー軍政　こ
れ以上「民主」損

なうな

深まるミャンマー
の人道危機

弾圧続くミャン
マー　国際社会は

圧力の強化を

次世代太陽電池
日本発の技術で
脱炭素加速を

相次ぐ認証不正
トヨタの主導で改

革を
安倍派「５人衆」
責任逃れは許さ

れない

トヨタグループ　不
正の連鎖を断てる

のか

FRBは利下げ開
始の見極めを入

念に

自民裏金問題と
野党　政治改革
の実現へ結束を

衆参代表質問
改革のアピール
競争では困る

損保ジャパン　顧
客優先の原点

回帰を

名張再審認めず
「疑わしきは」の鉄

則で

離婚と家族　子に
とって最善の形に

代表質問　首相
はもっと改革を語

れ

ロシアの「勝利」
は容認できぬ

読書感想文コン
クール　自由への
扉を開く本の力

ミャンマー情勢
無関心が人道危

機悪化させた

ハーフライフル
規制と駆除の両

立必要

災害と偽情報　悪
質な投稿は許さ

れぬ
能登半島地震1カ
月　避難生活の
質を高めるに

能登地震１カ月
復旧加速へ国が

主導を
トヨタ主導でグ

ループの不正を
断ち切れ

ミャンマー軍政
内戦終結し民主

化せよ
麻生氏の発言

女性進出阻む旧
態依然

施政方針演説
安全保障をもっと

訴えよ

政策実現でも信
頼回復につなげる

国会に

国際司法裁の命
令　ガザへの攻撃

止める時だ

施政方針演説
新機軸の乏しさが

気がかりだ

ＪＲ赤字８区間
国主導の協議で

存続を

クーデター3年　民
主ミャンマーに戻

せ
施政方針演説

信頼回復の覚悟
見えぬ

普天間作業部会
危険性除去に県

は協力を

衝突回避へ米イラ
ンは自制を

首相の施政方針
演説　「良くなる明

日」が見えぬ

トヨタ出荷停止
グループ統治問う

深刻な不正

首相の施政方針
刷新の覚悟が響

かない

首相施政方針
信頼回復の具体

策欠く
陸自靖国参拝

組織性は否定で
きない

ガザの国連機関
職員のテロ関与

許されぬ

「恒大問題」の先
送りはもう許され

ない

裏金事件の国会
審議　派閥幹部
の説明が必要だ

予算委集中審議
危機感を改革の
実行に生かせ

裏金事件で論戦
危機感乏しい首

相答弁

政策活動費改革
首相の主体性が

見えぬ
朝鮮人追悼碑

知事は撤去を中
止せよ

前田の日本新
パリ五輪へ期待

が膨らむ

連座制導入へ国
会の議論急げ

人口減少で識者
提言　政府は厳し

い現実直視を

政府の財政試算
税収の上振れを
着実な再建に

別海が２１世紀枠
町ぐるみ協力の

成果だ

損保ジャパン　企
業文化を刷新せ

ねば
「汚染水」授業

日教組は偏向指
導やめよ

結婚や子育ての
希望かなえる前

提整えよ

中国の人口減
民生重視に方針

転換できるか

マイナ保険証　カ
ネの力で不安拭

えぬ
介護報酬改定

人材確保につな
がるのか

高齢化ふまえた
住宅再建に

被災地の医療
避難先の高齢者

をどう支える

年金額の改定
暮らし底上げ知恵

絞れ
旧ジャニーズ　社
会的責任を自覚

せよ

輪島市の火災
「複合」視野に対

策強化を

米国はアジアの
安全保障の備え

を着実に

損保ジャパン　新
経営陣で企業風

土刷新せよ
司法裁の命令　ガ
ザの戦闘止める

時だ

警視庁創設１５０
年　治安環境に応

じ進化せよ

SOMPOは論より
実行を

被災地への寄付
必要な人に届く体

制整えたい
能登地震のデマ
悪質投稿　許さぬ

ために

報酬改定をテコに
介護の強靱化を

急げ

初のこども大綱
権利守る社会へ

実効性を

通常国会開会
改革の力量が問

われている

自動運転バス　ド
ライバー不足で加

速
通常国会開会

政治の危機　打
開を急げ

北欧のNATO加盟
で結束を

センバツに石川の
2校　被災地勇気

づける大会に

京アニ死刑判決
遺族の苦しみ被
告に届いたか

裏金と安倍派　幹
部の責任追及、

国会で
京アニ事件判決

社会的孤立　考え
る機に

春闘スタート　デ
フレ完全脱却の

岐路だ

派閥とカネの悪弊
を今度こそ断ち切

れ

京アニ事件で死
刑判決　被害者
の無念を忘れな

京アニ事件　重い
判決　社会で共有

を

ボランティア　支
援拠点設けて息

長く
自民の改革案

透明化欠き信頼
戻らぬ

京アニ放火に死
刑　結果の重大
性かみしめよ

孤立からの凶行
防ぐ対策を

ピンポイント月着
陸　日本の技術
力示した快挙

自民党改革　刷
新に程遠い弥縫

策だ

京アニ死刑判決
思いとどまれた犯

行だ
北朝鮮の挑発

意思疎通へ外交
尽くせ

新幹線停電　復
旧に時間かかり

過ぎだ

米共和党の「内向
き志向」を憂慮す

る

安倍派幹部の裏
金釈明　責任逃
れの姿勢許され

震災集中審議
先行き不安の解

消に努めよ

被災地の子ども
心と学びの支援

手厚く

自民の党改革案
派閥政治は変わ

らない
物価と春闘　労使
の真価が問われ

る

自民政治改革案
連座制導入なぜ

明記せぬ

電力市場は不断
の見直しを

春闘スタート　経
済に活力生む賃

上げを

新幹線終日運休
なぜ復旧に時間

を要したのか

春闘スタート　中
小の賃上げ後押

しを

春闘と労組　不屈
の決意で臨まね

ば
北の対南姿勢

偽装捨て本性露
わにした

日銀は緩和の円
滑な出口へ環境

整えよ

自民の政治改革
案　派閥もカネも

置き去りだ

電力小売り　公平
な競争環境を再

構築せよ

知事と札幌市長
緊密な意思疎通

が重要

非行少年の調査
つらい体験が背

景に
適格性評価制度

官民で機密を守る
設計に

ボーイング問題を
他山の石に

中東各地で高ま
る緊張　紛争の拡
大回避に全力を

大学とスポーツ
なぜ運動部で不
祥事続くのか

損保カルテル　な
れ合い体質の根

絶を

財政収支の悪化
野放図予算に終

止符を
財政再建目標

説得力ある道筋
提示を

月面着陸　必要と
される技術確立を

財政目標の着実
な達成へ成長と

規律を

英郵便冤罪事件
富士通の監督責

任も問われる

日本初の月着陸
宇宙新時代導く一

歩に

適性評価拡大
人権侵害を懸念

する
羽田空港事故

問題点を広く洗い
出せ

梅毒感染が最多
検査と治療で拡

大を防げ

小売り各社は反
動減に備えよ

野党連携　給付
増と負担減が「使

命」とは

タンチョウ保護
共生へ積み重ね

た１００年

介護職の待遇
賃上げで奮闘支

えねば
ＳＢＩ証券処分　公
正守る責任自覚

せよ

ダイハツ処分　悪
質性高く厳罰は当

然だ

能動的サイバー
防御の始動を遅

らせるな

ダイハツ不正　安
全巡る国の制度

揺るがした

羽田事故検討委
ミス補う安全策構

築を
砂川事件と司法
問われる元長官

の行動

次期戦闘機の開
発　第三国への
輸出解禁せよ

バイオ後続医薬
品の普及急げ

ベトナムと日米
地域の安定へ協

力を深めよ

泊再稼働審査
北電はリスク見据

えよ
中国の経済　政

治を強調する危う
さ

北朝鮮外相の訪
露　非道な軍事協

力をやめよ

完璧な月着陸の
成功目指し技術を

磨け

能登地震被災者
の健康　切れ目な
いケアの構築を

月面探査機着陸
課題も残した世界

的な快挙

月探査　競争と協
調の両輪で

中学生の集団避
難　きめ細かい支

援が必要だ

新党首で共産党
は変わるのか

日航初の女性社
長　日本企業の
新たな息吹に

サイバー防衛　脆
弱な体制をどう改

めるか

被災地の学び　日
常の回復へ心の

ケアを

能登の生活再建
一人一人、寄り添

う支援を

政策活動費　透
明化へ切り込む

べきだ

政策活動費　不
透明なカネは認め

ない

広島市予算案
核廃絶へ発信力

高めねば

トヨタグループの
不正　組織風土
の改善が必要だ

文科相と教団　首
相は盛山氏を更

迭せよ

広島県予算案
停滞感の打破、ど

う実現

立民「第１党」宣
言　国民の期待、

見極めてこそ

財政健全化　新た
な目標掲げ道筋

示せ

こども大綱　人権
守れる社会つくろ

う

週のはじめに考え
る　習氏「軍粛清」

の裏には

技能実習生の避
妊処置　著しい人
権侵害、許されぬ

麻生氏容姿発言
放置できぬ女性

差別だ

殺傷武器の輸出
議論なき拡大は

許されぬ

中東の紛争拡大
沈静化へ、まずガ

ザ停戦を

不適合電動自転
車　高い危険性、

使用やめよう

米軍の報復攻撃
中東の戦火を拡

大させるな

予算案審議スター
ト　財政立て直し、

忘れるな

能登地震の防犯
連携し監視の目

光らせよ

能登地震１カ月
国民一体で被災

者支援を　「複合」
への備えを怠るま

い

能登の震災１カ月
住民本位の復興

歩む道を

巨大地震への備
え　被害想定の確
認、物心両面で

人口流出、広島
県最多　定住促す

知恵の結集を

月面に精密着陸
技術磨き平和利

用主導を

麻生氏の放言
軽口で済まない女

性蔑視

トヨタグループの
不正　徹底調査で

うみ出し切れ

探査機の月面着
陸成功　独自技
術磨き存在感高

めよ

介護報酬改定
持続可能な制度

設計を

政治改革国会
首相の意欲が伝

わらない

施政方針演説
物足りぬ信頼回

復への決意

首相の施政方針
演説　「信なくば」
の覚悟が見えぬ

能登地震1ヵ月
警戒緩めず復興

へ一歩を

能登半島地震1カ
月　備えと対応、

十分だったか

救援者の力生か
したい　能登半島

地震1カ月

能登半島地震１ヵ
月　人的支援の
拡充が急務だ

能登地震１か月
復興に向けた工
程表が必要だ

能登半島地震1カ
月　生活再建の
道筋示さねば

西日本スポーツ
賞　九州に活力も

たらす栄冠

能登半島地震と
志賀原発　再稼
働リスク検証し直

せ

身体活動ガイド
罹患リスク減へ気

軽に実践

農業基本法改正
食料安保支える

道筋必要

超える’24　孤立
広がる社会　つな
がりの場増やした

い

損保ジャパン　地
に足つけた出直し

を

二つの死刑判決
「命」の重さ考え

続けたい

政治とカネ集中審
議　実態解明なく

して改革なし

序盤の米大統領
選　分断と嫌悪の

克服が第一だ

春闘幕開け　大幅
賃上げ中小へ地

方へ

春闘スタート　賃
上げ持続へ正念

場だ

厳寒期の災害
教訓をくみ訓練で

備えよう

通常国会召集
改革なしに先へ進

めぬ

通常国会召集
政治改革の結論

を確実に

超える’24
LGBTQと日本　人
権守る国への試

金石だ

大麻医薬品解禁
活用と規制　周知

丁寧に

週のはじめに考え
る　「おまかせ」が

過ぎると

京アニ事件で死
刑判決　重い教
訓、社会でどう生

かす

不振の中国経済
不動産対策に政

策集中を

被災者の健康
誰も取り残さない

支援を

介護報酬改定
賃上げ策はまだ

不十分だ

陸自の靖国集団
参拝　政教分離、
軽んじてはならぬ

介護報酬改定
人材確保へ議論

さらに

自民党の派閥
弊害断つなら全

廃が筋だ

震災と政治の役
割　被災者が前

向けるように

能登地震、住まい
再建　選択肢の
拡充、被災者目

線で

自民党の改革案
再生の意志が感

じられぬ

政治とカネ、中間
報告　ガラス張
り、なぜできない

自民改革の中間
報告　踏み込み

不足、実効性に疑
問

自民刷新本部
改革の実行が信
頼回復の鍵だ

教団被害の救済
不安なくす努力を

続けよ

核禁条約３年と日
本　「核なき世界」

の入り口に

それでも政治は正
せる　自民裏金事

件を考える

売れ残り衣類廃
棄禁止　ＥＵ先

行、国内対応考え
よう

超える’24　温暖
化とエネルギー
脱炭素社会へ変

革急ぐ時

裏金議員の沈黙
これで党刷新はで

きない

自民3派閥解散表
明　論点すり替え

は通用せぬ

中学生の集団避
難　心のケア息長

く細やかに

超える’24　揺らぐ
「経済大国」　新し
い豊かさ見つけた

い

能登地震と原発
想定外の懸念が

あらわに

能登の2次避難
「命守る」を最優

先にしたい

週のはじめに考え
る　ヤニングさん、

あなたが

被災地の心のケ
ア　若者の相談増
加、支援継続を

陸自靖国参拝
歴史観問われる

軽挙だ
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2024/1/24
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生徒集団避難
残る子らにも目配

りを

派閥の解散　自
民は政策本位で

再建を

裏金事件で3派閥
起訴　政治家の
責任は免れない

自民派閥解散へ
党の体質改善に

つながるか

萬古焼の原料難
ピンチこそチャン

スに
自民裏金事件

政治責任　不問に
できぬ

政治資金不正事
件　ザル法の穴を

放置するな

首相が「岸田派解
散」　党全体で取

り組めるのか

政治資金起訴
派閥幹部の責任

は免れない

自民の裏金事件
幹部の責任問え

ぬとは
共産党新体制

党を開く変革伴わ
ねば

国歌軽視の国立
小　閉鎖性が偏
向教育招いた

JALや日鉄　多彩
なトップに期待す

る

柿沢衆院議員を
起訴　金権選挙
の土壌改める時

共産党新委員長
世代交代で党勢

拡大できるか

共産委員長交代
党改革へ幅広い

議論を

集団2次避難
「必ず戻れる」安

心感を
適性評価制度

弊害の防止が大
前提だ

共産委員長交代
革命党の体質変

わらない

「忘れられた紛
争」を放置するな

共産新委員長に
田村氏　開かれた
党へ体質刷新を

災害弱者の支援
関連死防ぐ対策
の拡充を急げ

河﨑さん直木賞
人と自然迫力込

め描く

砂川事件判決
「公平な裁判」だっ

たのか
紅海の船舶襲撃

暴力の応酬より停
戦を

習近平政権は経
済を軽視している

のか

災害と通信インフ
ラ　命綱守る取り

組みさらに

子供の集団避難
学びの機会いか
に確保するか

札幌市敬老パス
利用者本位の見

直しか

米大統領選　内
向きの大国では

困る
地震と原発　幅広
い視点で教訓導

け

ルネサスが示す
買収の巧拙

北朝鮮ミサイルの
拡散　脅威抑え込

む対応が急務

自民刷新本部
安倍派幹部は説
明責任果たせ

志賀原発不具合
福島の教訓に背く

対応

好決算と株高　賃
上げの責任は企

業に
米国大統領選

内向き論戦から
脱却を

米大統領選　民
主主義の力示す

論戦を

企業は高い賃上
げと改革で成長目

指せ

能登地震と阪神
大震災　積み上げ
た経験生かす時

経団連春闘方針
社会の活力生む
賃上げ交渉に

災害関連死　命つ
なぐ対策に全力を

能登と阪神　市民
の支援　生かした

い

阪神大震災２９年
能登の支援に教

訓生かせ

自転車の安全意
識を高めたい

米共和党予備選
始まる　「トランプ
復権」が焦点に

阪神大震災２９年
家屋倒壊や火災

の怖さ再び

米大統領選始動
民主主義試される

時だ
フーシ派を攻撃

協力し「航行の自
由」守れ

民間の力を生か
す持続的な被災

者支援に

露朝の連携　武
器協力は世界の

危機深める

台湾総統に頼氏
知恵継ぎ「現状維

持」を
靖国神社　陸自
幹部の参拝は当

然だ

正念場迎える日
米韓安保協力

能登半島地震
困難を極めるイン

フラの復旧

能登地震２週間
今できる耐震化か

ら
輪島朝市大火

「複合災害」なぜ
起きた

自動車の脱炭素
化とAI対応を着実

に

台湾新総統に頼
氏　中国は民意
尊重し対話を

外相９か国歴訪
停戦の実現へ外

交努力尽くせ

台湾総統に頼氏
中国と対話し安定

図れ

生成AI規制　民主
主義を守るために

台湾総統選　中
台対話再開の契

機に

合成メタンの導入
準備を急げ

政府のネット中傷
対策　社会全体で

効果高めたい

カルテの電子化
病院間で共有し
診療に活用を

災害時の偽情報
内容見極め冷静

対処を

地域の人口減少
暮らしの基盤が揺

らぐ
自民刷新本部

役員の人選をやり
直せ

能登半島地震
復興への中期目

標提示を

「中国と距離」選
択した台湾の民

意尊重を

台湾総統選挙
対中警戒の民意

が示された
ＮＴＴ法廃止論

国民の安心を大
前提に

新総統に頼氏　台
湾の自由と民主を

守れ

中小の労務費の
転嫁を進めよ

食品ロス削減
「飽食」の弊害を

なくすために
陸自靖国参拝

旧軍との「断絶」
どこへ

能登半島地震
命を守る２次避難

を急げ

企業は年始の株
高に応え一段の

改革を

被災地の教育支
援　学びと受験の

機会確保を

「フーシ」空爆　中
東の危機を拡大さ

せるな

学術会議と政府
自由と独立を損ね

るな
関連死を防ぐ　安
心な「住」を複線

で

アジアの脱炭素
磨いてきた技術で

貢献を

中東危機の拡散
を回避せよ

陸自幹部ら靖国
参拝　組織的な行

動は不適切だ

羽田航空機衝突
人的ミス補う仕組

みの強化を

高温耐性米　適
応を図るだけでな

く
辺野古着工　疑

問は膨らむばかり
だ

被災地の受験生
進学諦めぬ手厚

い支援を

自民党は腐敗体
質との決別を行動

で示せ

自民の「政治刷新
本部」　小手先で
済ますつもりか

自民刷新本部
改革大綱を踏まえ

て議論せよ

自民の政治改革
脱派閥の熱意を

感じぬ
自民刷新本部

信頼回復　本気
度を疑う

自民刷新本部
抜本改革なしに未

来ない

巨大祭典の招致
は再考の時だ

航空機衝突の再
発防止　ミス想定
した安全対策を

郵便料金値上げ
新たな収益源の
確保が急務だ

能登地震と津波
「即逃げる」肝に

銘じて
被災地の子ども

学びや受験　支援
柔軟に

公安の違法判決
捜査側控訴は妥

当でない

人口危機に立ち
向かう戦略策定を

急げ

能登地震での関
連死　災害弱者
救う対応直ちに

ガザでの衝突　戦
火の拡大を懸念

する
万博への公費

無責任膨張　繰り
返すな

北朝鮮の挑発
国際社会は結束

し対抗を

人的ミスの事故防
ぐ仕組みを

国が辺野古工事
を強行　沖縄の声
無視は禍根残す

辺野古工事再開
対話なき強行許さ

れぬ
能登半島地震

孤立した地域の
救援急げ

生成AIは特徴を
生かし上手に使お

う

能登半島地震
被災地外への避
難者の移送も

池田議員逮捕
派閥の不正も追

及せよ
蘋果日報への弾
圧　言論封じの裁

判許されぬ

紅海の航行安全
で結束を

選挙制度改革
格差是正だけが
最優先課題か

避難生活支援
「助かった命」を守

り抜く
成人の日　若者
が夢抱ける社会

に

羽田衝突炎上1週
間　再発防ぐ仕組

みが不可欠
大学スポーツ　不
祥事の土壌に迫

れ

マンションの建て
替え　「老い」を支

える仕組みに
池田議員逮捕

裏金の全容　解
明を急げ

池田元副大臣逮
捕　政治の危機と

受け止めよ

能登半島地震、
避難の長期化に
万全の支援を

「裏金」で池田議
員逮捕　政権揺る
がす深刻な事態

池田議員逮捕
派閥ぐるみ不正
の全容に迫れ

池田議員逮捕
裏金のからくり解

明を
能登地震１週間
長期化も見据え

対策を

成人の日　先人た
ちの教えに学ぼう

派閥裏金事件を
徹底解明し政治
不信の根を絶て

能登半島地震1週
間　被災者守る態

勢を早急に

成人の日　人口
減の時代を切り開

こう

能登半島地震
孤立地域の解消

が急務

2024/1/7

３０年後のいつか
来た道　「政治改
革」をやり直せる

か

転換期の日本経
済　力強い賃上げ
で好循環を　震災
克服が成長の大

企業は富の創造
へ市場と向き合え

超える’24　「習1
強」の中国　世界
の分断深めぬ行

動を

岸田政権の課題
信頼回復急ぎ国
難に対処せよ

北海道開発計画
人口減少時代の

展望を

金融緩和、迫る
「出口」　好循環
へ持続的な賃上

げを

年のはじめに考え
る　賄賂が人間的

とされる国

日本経済の行方
好循環を実現す

る賃上げを

国際情勢と日本
対立解く積極的な

貢献を

能登半島地震
医療の提供に全

力挙げよ

能登半島地震
救命と孤立の解
消が最優先だ

ネットの虚偽情報
救助活動阻む投

稿一掃を

日本の漫画文化
価値ある原画を

保存したい
首相年頭会見

結果問われる危
機対応

能登半島地震
総力挙げ命つなぐ

支援を

羽田衝突・炎上
再発防止へ究明

を急げ
能登半島地震

官民総力で対策
急ぐ時

「政治とカネ」と首
相　抜本改革の
覚悟が見えぬ

能登半島地震
捜索と救出　一刻

も早く
羽田空港事故

再び繰り返さぬた
めに

教員の成り手不
足　ブラックイメー

ジ改革を

信じがたい航空機
事故の原因究明

を急げ

政府の宇宙基金
創設　和製スペー

スX作れるか

羽田航空機衝突
前代未聞の事故

はなぜ起きた

日航機炎上　衝
突の原因徹底究

明を
人件費の転嫁

実現へ大企業か
ら動け

日航・海保機衝突
原因究明し不安

払拭せよ

EV化戦略に長期
の視点を

羽田空港で衝突
炎上　惨事招いた

原因の解明を

能登半島地震
救命活動に一刻

の猶予もない

転機の金融緩和
物価注視し対応

柔軟に
大地震の二次災
害を防ぎ救助と支

援急げ

能登半島地震
被災者の救助に

全力を

皇室の将来見据
えた継承策を

薬の過剰摂取
若者の悩みに耳

傾けて
2024/1/2

2024/1/1
紛争多発の時代
に　暴力を許さぬ

関心と関与を

「内向き日本」で
は中国が嗤う

超える’24　二つ
の戦争と世界　人
類の危機克服に

英知を

磁力と発信力を向
上させたい　平

和、自由、人道で
新時代開け

「解」を探して《１》
地球生存へ声上

げる時だ

緊迫の年明け　夢
を持てる平和な世

界に

年のはじめに考え
る　贈り物でなく

預かり物

2024年の願い　命
と暮らし　守る視

座こそ

新年に考える　心
に水あげ人間らし

さを

羽田事故委員会
ミス想定した多重

対策を

柿沢衆院議員起
訴　政治家の陣

中見舞い、やめよ

大川原化工機事
件控訴　捜査の
過程、再検証が

必要だ

検察の裏金捜査
国民は到底納得

できない

自民派閥裏金事
件　幹部不起訴
は納得できぬ

自民党岸田派解
散　不透明なカ
ネ、根絶してこそ

自民党派閥資金
立件　尻尾切りで

は済まされぬ

自民は派閥解散
を機に党再生へ

踏み出せ

中国地域白書
一極集中変えるヒ

ントに

台湾総統に頼氏
中国は威圧をや

め対話を

介護報酬の改定
人材の確保には

不十分だ

阪神大震災29年
活断層のリスク、

再認識を

防災減災を考える
日に　阪神大震災

から29年

辺野古軟弱地盤
工事　対話なき着
手、横暴に過ぎる

柿沢議員を起訴
買収を断ち切る改

革急げ

一畑百貨店閉店
街づくりの発想、

曲がり角

台湾新総統に頼
氏　平和共存の
実現、意思貫け

2024/1/20

休み

2024/1/3
震度７　能登半島
地震　人命救助と

支援に全力を

能登半島地震
救命救助に全力
尽くせ　国民一体
で被災者を支えよ

う

能登半島で震度7
人命救助と支援を

全力で

能登半島地震
倒壊家屋の捜索

に全力尽くせ

石川で震度７　救
助と支援に全力

尽くせ

命守る行動を最
優先に　能登半島

で震度7

能登半島で震度7
人命救助へ広域

支援急げ

能登半島地震
被災者の救援に

全力注げ

羽田衝突事故
「空の信頼」揺る

がす衝撃

核なき世界への
道　逆風に負けず

訴え続けよう

年のはじめに考え
る　公務員も一市

民であれ
2024/1/4

2024/1/5

首相年頭会見
総力挙げて被災
地を救え　政治改
革で信頼取り戻し

たい

2024/1/16

2024/1/17

2024/1/18

2024/1/19

「解」を探して《３》
人材難　協調で乗

り越える

安保法仙台高裁
判決　住民の上
告断念は残念だ

2024/1/10
経済の不信と分

断　「信頼」鍛え広
げる道めざせ

超える’24　五輪
と平和の理念　国
家のくびき脱する

道を

「解」を探して《４》
国際秩序安定へ

協調急務

能登半島地震と
原発　危険性と住

民避難教訓に

2024/1/12
「解」を探して《６》
忍び寄る「戦前」

に抗する

2024/1/11

2024/1/9

進む人口減少　少
子化克服へ歩み
出そう　財源確保
に万全尽くしたい

構造的な人手不
足に克つ大改革

を

２１世紀の「開国」
ゆたかな共生社

会をつくる

超える’24　危機
下の日本外交

国際秩序の再生
へ行動を

２０２４年の政治
金権腐敗断つ構

造改革を

安倍派幹部への
捜査　政治資金、
使途も徹底追及

を

原子力発電　脱
炭素活用が国際
潮流だ　柏崎刈羽
の稼働を確実に

2024/1/6

対立乗り越え民主
主義の強さ示せ

戦火広がる世界
法と人権守る原点

を見失うな

人口減少と九州
多様なつながり地

域力に

岐路に立つ政治
改革の骨抜きは

許さない

羽田空港衝突事
故　人為的ミス補

う仕組みを

年のはじめに考え
る　アベノミクスと

の別れ

2024/1/8

日航機と海保機
衝突　大惨事と紙
一重、再発防げ

能登半島地震
東北からの貢献、

考えよう

「原発３倍」賛同
再エネ加速こそ連

携を

超える’24　新時
代・新世界　協調
主義の復元が急

務だ

｢金利ある経済｣
へ変革を恐れるな

岐路の国際協調
力頼みの秩序に

せぬために

首相の年頭会見
国民の声受け止

める政治を

「解」を探して《２》
民主主義守るＡＩ

社会に

能登半島地震１
週間　英知生かし

命救い守ろう

成人の日に考え
る　「転換点」に立

つ人たちへ

成人の日に考え
る　「転換点」に立

つ人たちへ

池田議員逮捕
裏金づくりの全容

解明を

成人の日　若者
の意欲伸ばす社

会に

令和の政治改革
派閥、カネ、選

挙、悪弊にメスを

ガザとウクライナ
人道危機解消一

刻も早く

能登地震10日
救命急ぎ「関連

死」も防げ

転機の日本経済
脱デフレで新たな

景色へ

東証バブル後最
高値　国民全体に

恩恵なくては

池田議員逮捕
派閥の裏金、全

容解明急げ

世界経済　インフ
レ収束の見極め

重要に

「解」を探して《５》
個を尊重し人権守

る国に

日本経済再生
物価高克服する
好循環なるか

年のはじめに考え
る　雨上がりの空

に「虹」を

能登半島地震1週
間　災害関連死を

防がねば

自民の政治刷新
本部　これで不信
を払拭できるか

自民の政治改革
「身内の論理」で

進めるな

「技能実習」廃止
「人権尊重」貫く新

制度を

辺野古追加着工
沖縄と誠実に向き

合え

能登地震、２次避
難　関連死防止
へ臨機応変に

2024/1/13

2024/1/14
超える’24　SNSと
偽情報　社会守る
取り組みが急務

辺野古着工　強
行だけでは解決

せぬ

能登地震とＳＮＳ
デマ　拡散に加担

しない意識を

国際学力調査
生きる力を高める

学習に

損保のカルテル
なれ合い体質を

一掃せよ

台湾総統選、与
党の頼氏勝利

民意尊重する新
時代築け

福島・西郷「土砂
の山」　危険盛り
土撤去の道探れ

ガザの衝突　中東
の紛争拡大を防

げ

五輪イヤー　パリ
を原点回帰の大
会に　スポーツ本
来の興奮と感動を

2024/1/15

ダイハツの不正問
題　安全性軽視
の責任は重い

週のはじめに考え
る　ガザ攻撃に覚

える既視感

能登地震あす2週
間　弱者への配
慮を最優先に
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